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指定管理者評価制度の説明【所管局】 

 

発言者 内容 

武田課長 ただ今から、オリンピック・パラリンピック準備局指定管理者評価委員会を開

催させていただきます。本日は、委員の皆さまに、お忙しい中ご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。私は、本委員会事務局、オリンピック・パラ

リンピック準備局大会施設部開設準備担当課長の武田でございます。本日は、コ

ロナ対策の関係からオンライン開催とさせていただきます。ご不便をおかけいた

しますが、どうぞよろしくお願いいたします。マスクのほうを着用させていただ

きます。 

それではまず、委員の皆様のご紹介をさせていただきたいと思います。順番に

お名前をお呼びさせていただきます。まず、公認会計士の守泉委員です。よろし

くお願いいたします。 

守泉委員長 よろしくお願いします。おはようございます。公認会計士の守泉でございます。 

武田課長 どうぞよろしくお願いします。 

続きまして、日本女子体育大学教授の小海委員です。よろしくお願いします。 

小海委員 小海です。よろしくお願いします。 

武田課長 続きまして、公益財団法人日本レクリエーション協会専務理事の丸山委員です。

よろしくお願いします。 

続きまして、明治大学商学部専任准教授の澤井委員です。よろしくお願いしま

す。 

澤井委員 澤井です。よろしくお願いします。 

武田課長 本委員会は、オリンピック・パラリンピック準備局指定管理者評価委員会設置

要綱に基づいて組織されており、同要綱の第４及び第６により、委員長及び議長

は、委員の皆様の互選により決定していただくこととなっております。どなたか

候補者の推薦がありましたらお願いいたします。 

小海委員 よろしいですか。 

武田課長 はい、小海先生お願いします。 

小海委員 守泉先生にお願いできたらと思います。 

武田課長 委員の皆様いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

ただ今、守泉委員を推薦するご発言をいただき、皆様にご承認いただきました

ので、委員長は守泉委員に決定させていただきます。守泉委員、どうぞよろしく

お願いいたします。 

守泉委員長 はい、よろしくお願いします。 

武田課長 それでは、委員会の運営・進行につきましては、東京都オリンピック・パラリ

ンピック準備局開設準備担当部長の柏原が務めさせていただきます。 
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柏原部長 それでは、私のほうから一言ご挨拶を申し上げます。 

東京都オリ・パラ準備局開設準備担当の柏原でございます。おはようございま

す。本日はお忙しいところ、お時間を頂戴しましてどうもありがとうございます。

また日頃より私どもの指定管理施設の管理につきまして、色々ご指導ご厚誼を賜

りまして、誠にありがとうございます。 

本日から、今年度の指定管理者評価制度の評価の委員会を開催ということで、

まず新規恒久の５施設について、ご覧いただきます。昨年度が新規恒久初めてと

いうことで、今年２回目ということになるのですけれども、昨年度との一番大き

な違いというのが、新規恒久におきましては大会延期に伴った、大会前の都民の

方の一般の利用を行ったということでございます。これによって、新規恒久施設

でも、実際のご利用の場面が出てまいりまして、そちらにつきまして、今回、評

価の内容とさせていただくということになります。ただ、一方で、昨年度は新型

コロナウイルスの感染症の拡大ということもございまして、指定管理者のほうで

も、各施設においてその対策を問い、また今申しました一般の方の利用につきま

しても、新型コロナウイルスの影響によって、予定していたものができなかった

りということもある中での１年間ということになりました。こういった１年をご

評価いただくということになります。 

今期の指定管理は来年度までということで、まもなく次期指定管理者の選任と

いうこともございまして、今回、委員の皆様にご評価いただく内容につきまして

も、今後の指定管理者の新たな選任に向けての大きな判断材料とさせていただこ

うと考えておりますので、何卒委員の皆様のご知見・ご意見を頂戴いたしまして、

良い評価をしていただければと思っております。どうか忌憚のないご意見を賜れ

ればと思っておりますので、よろしくお願いいたします。私からのご挨拶は以上

でございます。よろしくお願いいたします。 

本日の委員会及び会議資料、議事録につきまして、後日 HP で公開することと

なっておりますので、ご了承願います。議事録につきましては、発言内容を要約

したもので作成したいと考えておりますが、ご異議はございませんでしょうか。 

よろしゅうございますか。はい、では採用させていただきます。議事録につき

まして、発言内容を要約したものの公開に先立ち、後日念の為に先生方にもご確

認いただくことにしております。よろしくお願いします。 

武田課長 これより議事に入ります。次第に従いまして、指定管理者管理運営状況評価の

流れについて事務局より説明いたします。 
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事務局 会議に先立ちまして、事務局から資料のご紹介をさせていただきます。資料に

ついては、PC のモニターにて投影をいたしておるところです。資料をご確認い

ただけますでしょうか。 

まず、今回の評価委員会の次第を表示させていただいております。資料は全部

で７点です。資料１から資料５につきましては、事前に郵送にて送付をさせてい

ただいておりますが、まず資料１は委員名簿になってございます。資料２は対象

の施設、今回の新規恒久５施設及び指定管理者の一覧となってございます。資料

３につきましては、「指定管理者管理運営状況評価の流れ」、それから資料４とし

まして、施設ごとの一次評価の資料、資料５が、本日プレゼンをする指定管理者

の管理運営状況の資料ですが、こちらは後ほど各指定管理者のほうから投影をし

ていただく予定でございます。そして資料６、こちらが二次評価の事務局の案で

ございます。そして最後に、資料７として本委員会の設置要綱をつけさせていた

だいております。説明は以上でございます。 

武田課長 はい、ありがとうございます。 

今年は、例年の日程で行った場合に東京 2020 大会と重なってしまうというこ

ともございまして、開催日程を少し早めに設定させていただいております。その

関係で、各指定管理者の決算関係資料が本日までに揃わないため、財務状況の確

認につきましては、また回を分けてご審議いただきたいという風に考えておりま

す。 

本日は、資料２に記載しております、当局所管の新規恒久５施設について、所

管局による財務状況確認を除いた一次評価をふまえ、ご審議をいただきたいと思

います。今後、守泉委員にご協力を賜りながら、局において各指定管理者の財務

状況を確認する予定でございます。財務状況も含めた最終的な評価委員会の二次

評価を確定するために、また 7 月 16 日に開催し、ご審議いただきたいという風

に考えております。 

本日は審議に先立ち、指定管理者によるプレゼンテーション及び質疑を行いま

すが、まず指定管理者評価の全体の流れについて説明させていただきます。資料

３をご覧ください。こちら評価の流れでございますけれども、まず左側の列の「確

認項目」につきまして、大きく①「管理状況」と②「事業効果」ということで分

けております。「管理状況」につきましては、施設管理の面、個人情報保護等の面、

施設の安全性の確保の面、適切な経理処理・財産管理でございます。そして②事

業効果についてでございますけれども、こちらにつきましては利用促進の取組の

効果、事業内容や職員対応について利用者の方々の声等について確認をするもの

でございます。 

続いて左側の２列目の「管理運営状況の確認」でございますが、ご覧のような

形で確認を行っております。 
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武田課長 資料の真ん中、所管局による「一次評価」でございます。昨年から評価方法に

変更はございません。各確認項目につきまして、それぞれ指定管理者が果たすべ

き業務に照らして、３段階の評価を行っていただきます。また、これらの評価の

得点の合計に基づきまして、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃの４段階に分けて評価をしてござい

ます。 

また、財務状況の確認につきましては、先ほど申し上げましたが、今後、公認

会計士の守泉委員にご協力をいただきながら、確認をしていきたいという風に考

えております。こちら繰り返しになりますけれども、7 月 16 日にご審議を賜りた

いという風に考えております。 

それぞれ指定管理者の指定の際の特命要件が設定されている場合、２施設ござ

いますけれども、それに関しましては継続状況についても確認をしております。 

そして資料の１番右側「二次評価」でございます。今回評価委員の先生方によ

る専門的な評価ということでお願いする内容になっております。評価委員会は指

定管理者の管理運営状況を客観的、総合的に評価するために設置し、外部委員の

みの構成ということにさせていただいております。評価内容でございますけれど

も、一次評価の内容についての検証、そしてそれぞれの項目について専門的な評

価をいただくということでございます。また指定管理者のサービス水準の向上や

効率的な運営の推進等に関しましてもご助言をいただければという風に考えて

おります。二次評価の評価基準につきましては、こちら記載のとおり４段階の評

価でございます。Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃという評価でございます。 

また、管理運営状況評価の結果において、あらかじめ定められた基準を満たす

場合、次期指定管理者選定時は、加算又は減算のいずれかを行うことができるこ

ととなっております。加算を行うのは、Ｓ評価を２年以上連続して取得した場合

となってございます。Ｓ評価を２年、Ｃ評価を１年取得した場合には最大 5%、

Ｓ評価を２年、ＡまたはＢ評価を１年取得した場合には最大 10%、Ｓ評価を３年

連続して取得した際には、最大 20%の範囲内で選定における総得点に加算すると

いうことができると定められているところでございます。指定管理者の管理運営

状況、評価の流れについては以上でございます。 

柏原部長 指定管理者管理運営状況評価の流れにつきまして、ご質問はございますでしょ

うか。各委員の皆様、よろしゅうございますでしょうか。 

それでは続きまして、各施設について、所管局による財務状況以外の一次評価

の結果の報告に移らせていただきます。一次評価結果報告のあと、３施設分の指

定管理者によるプレゼンテーション、質疑、及び財務状況を除く二次評価の審議

を行ったあとに、それぞれ 10 分間程度の休憩を予定しております。全５施設の

審議を実施し、終了は 12 時 15 分頃を予定しております。 

ではまず、新規恒久施設における一次評価の考え方につきまして、事務局より

ご説明申し上げます。 
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武田課長 一次評価の基準についてでございますけれども、まず、評価項目の設定につい

てでございます。こちらの評価にあたりましては、施設の設置目的や指定管理者

の果たすべき役割などを踏まえ、各施設の管理運営基準や事業計画に基づき、最

も効率的な管理運営状況を評価できる複数の確認項目を設定してございます。 

また、令和２年度評価にあたりましては、新たな評価項目として、新型コロナ

ウイルスへの対応というものを設けてございます。 

続いて、評価の基準についてでございます。こちらの管理運営基準等で求めら

れている項目の実施状況等を確認しまして、従来どおり実施していれば水準どお

りで１点。基準を上回る取組をなされていたという判断をされた場合には、水準

を上回るとして２点。基準どおりの実施ができていない、基準に達していないと

判断された場合には、水準を下回るとして０点として、設定した各確認項目につ

いて評価を行っているというところでございます。 

全ての確認項目が水準どおりであった場合は、得点の基準といたしまして基準

点周辺の場合をＢ評価。基準点を大きく下回る場合にはＣ評価。上回る場合には

点数によってＡまたはＳ評価としているところでございます。下にございますよ

うに、一次評価の基準で水準を上回る場合というところで、それぞれＳ、Ａ、Ｂ、

Ｃというところで設定させていただいています。説明は以上になります。 

柏原部長 ただ今の説明につきまして、委員の皆様方からのご質問はございますでしょう

か。よろしゅうございますでしょうか。 

それでは早速、各施設の評価結果について順にご報告をさせていただきます。 

最初に、海の森水上競技場の一次評価の結果につきまして、事務局よりご報告

申し上げます。 
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所管局一次評価【海の森水上競技場】 

発言者 内容 

武田課長 まず海の森水上競技場の一次評価の結果について、ご報告させていただきま

す。 

資料の右側が一次評価の結果というものでございます。こちらの標準点が 

35 点、一次評価の得点が 35 点で、結果Ｂ評価になっております。 

こちら資料左側、各管理状況、事業効果の各項目全てが水準どおりという評価

となってございます。特に管理状況に関しては適切な管理の履行について、例え

ば、毎日北側護岸より目視による水面の巡回点検を実施しているところ、また台

風で水上競技場内に大雨が予想される場合は水門を閉め、排水ポンプを自動運転

するなど適切に対応しているといったところが評価の点として挙げられていま

す。 

また、事業効果においては、大会延期を受けて 8 月～12 月の間、コロナの関係

で都立スポーツ施設等の再開館に向けた感染拡大ガイドラインに基づき、都民利

用を実施してございます。ここでスポーツ振興事業といたしまして、ボート体験

会、カヌー体験会、自主事業として無料施設見学会を実施した他、無観客ライブ

の誘致といった取組を行った点が挙げられてございます。説明は以上でございま

す。 

柏原部長 だたいまの件につきまして、委員の皆様からのご質問、ご確認事項等ございま

すでしょうか。よろしゅうございますか。それでは先に進めさせていただきます。 
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所管局一次評価【夢の島公園アーチェリー場】 

発言者 内容 

柏原部長 続きまして、夢の島公園アーチェリー場の一次評価の結果につきまして、事務

局よりご報告申し上げます。 

武田課長 資料の右側の一次評価の結果をご覧ください。こちら標準点が 30 点、一次評

価の得点が 29 点、結果Ｂ評価となってございます。 

こちら管理状況の各項目は水準どおりになってございます。ただ、事業効果の

うち、事業の取組（６）利用者の満足度が水準を下回るという評価になってござ

います。その他は全て水準どおりという評価でございます。こちらの理由として

は、大会前の利用期間によって競技団体の利用というところがあったのですけれ

ども、利用者アンケートの実施・回収が不十分であった点があるということで、

水準を下回るという評価になってございます。 

当施設は、指定管理者を特命選定した施設でございますので、特命要件の継続

の有無についても確認してございます。こちらの公園と競技施設の一体的な管理

運営を行ってございまして、引き続き効率的な運営を行っていく必要があるとい

うことで評価をしてございます。 

武田課長 管理状況のうち、適切な財務運営・財産管理の点では、芝刈りや除草にかかる

コスト削減のために、下半期より芝刈り機と除草を同時に実施した点というとこ

ろが挙げられています。また、事業効果の面では、競技団体との調整により、開

場時間を早めて終了時間が遅くならないように配慮するなど、利用促進と感染症

対策をあわせて実施した点。それから大会前利用では、芝生の保全管理の面から

大会前利用とし、令和２年９月～令和３年３月末まで競技団体の大会を実施した

点といったところが挙げられております。説明は以上でございます。 

柏原部長 以上でございますが、委員の皆様からのご質問事項はございますでしょうか。 

澤井委員 先程の利用者の満足度が低かった理由とか、電波が悪かったので聞き取りづら

かったので、もう一度お願いできますか。 

武田課長 こちら評価項目で言いますと、事業効果のうちの（６）の利用者の満足度のと

ころが水準を下回るという評価になっています。 

その理由は、大会前利用の期間において、利用者のアンケートの実施・回収が

不十分であったという点です。 

正確に言うと、アンケートの実施はしていたのですけど、回収が不十分であっ

たというところがありまして、集計でそれを取りまとめられなかったというのが

明らかになりましたので、水準を下回るという評価にさせていただいておりま

す。 

澤井委員 分かりました。 

柏原部長 よろしゅうございますでしょうか。他にご質問等ありますでしょうか。 

丸山委員 結構です。 

柏原部長 それでは先に進めさせていただきます。 
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所管局一次評価【カヌー・スラロームセンター】 

発言者 内容 

柏原部長 続きまして、カヌー・スラロームセンターの一次評価の結果につきまして、ご

報告申し上げます。 

武田課長 こちらに関しましては資料右側をご覧ください。一次評価の結果についてです

けれども、標準点が 35 点、一次評価の結果といたしましても得点が 35 点でＢ評

価となってございます。 

こちらの資料の左側の管理状況、事業効果の各項目全てが水準どおりという評

価でございます。管理状況についてですけれども、適切な管理の履行という点で

は、設備点検表及び日常設備点検表を用いて実施している点、それから施設状況

に応じて逐次点検項目・点検頻度の拡充を図っているといったところ、競技運営

に特に重要なポンプ類に関しては、毎週動作確認と点検を行い、状態監視に注力

している点といったところが評価されてございます。それから 2020 大会後の施

設利用に向けて、カヌー・スラロームセンターに限らず様々な競技団体や葛西臨

海公園の新規事業者に対し、大会やイベント開催に向けたヒアリングを実施した

といった点がございます。 

事業効果の点ですけれども、大会延期を受けまして 7 月～12 月の間、施設が利

用できるように供用してございます。例えば、スポーツ振興事業といたしまして、

カヌー体験会や遊覧のラフティング、施設見学会等、未経験の方や幅広い年齢層

の方にも来場してもらえるように事業を実施してございます。説明は以上でござ

います。 

柏原部長 説明は以上でございます。ただ今の件につきまして、委員の皆様方からのご質

問、ご確認事項等はございますでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

丸山委員 はい、結構です。 
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所管局一次評価【大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場】 

発言者 内容 

柏原部長 それでは続きまして、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場の一次評価の結果

につきまして、ご説明申し上げます。 

武田課長 こちらに関しましては資料右側の一次評価の結果をご覧ください。 

標準点 31 点のところ、一次評価の結果といたしましては得点 31 点、Ｂ評価と

なってございます。 

こちらの資料左側の管理状況、事業効果、各項目全て水準どおりという評価に

なってございます。管理状況の点についてですけれども、適切な管理の履行とい

う面では、施設設備の保守点検等を適切に行うというところと、あと人工芝のス

ポーツトラクターによるメンテナンスを使用時に実施しているといった点が挙

げられています。また、施設の提供というところでは、高等学校ホッケー大会、

関東学生リーグ、インカレ、社会人ホッケー大会等、主だった大会にご利用いた

だいているといった点があります。 

続いて、事業効果の面ですけれども、こちらの大会延期に伴いまして、令 2 年

8 月～令和 3 年 2 月 14 日まで施設の共用を行ってございます。自主事業といた

しまして、ホッケー教室等を実施してございます。大会後の施設利用の可能性に

ついて、日本ホッケー協会と品川区、学校関係者と意見交換会等も実施している

という点が挙げられてございます。説明は以上でございます。 

柏原部長 はい。説明は以上でございます。 

ただ今の件につきまして、委員の皆様方からのご質問、ご確認事項等はござい

ますでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

丸山委員 はい。結構です。 
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所管局一次評価【東京アクアティクスセンター】 

発言者 内容 

柏原部長 それでは新規恒久施設の最後の施設になりますが、続きまして東京アクアティ

クスセンターの一次評価の結果につきまして、事務局よりご説明申し上げます。 

武田課長 こちらも資料の右側の一次評価の結果についてご覧ください。 

標準点 32 点のところ、一次評価結果といたしましては得点 32 点、Ｂ評価とな

ってございます。 

管理状況、事業効果の各項目全て水準どおりという評価です。 

左側、管理状況についてですけれども、プール施設の管理といった面では、中

央監視システムにより随時、水温、遊離残留塩素濃度、薬品残量の水質管理を行

っている、換水時のマニュアルを作成しそれに従い作業を進めているといったと

ころがございます。それから施設の提供というところでは、競技団体と調整し、

日本選手権水泳競技大会等の大会を受け入れたという実績が挙げられています。 

武田課長 それから事業効果の点ですけれども、こちらも大会延期に伴いまして、昨年 10

月～令和 3 年 3 月まで施設を供用してございます。大会の開催に向けて、東京都

と施設の利用範囲、日程、経費、感染症対策等を十分調整し、競技団体が希望す

る２大会を受け入れたという実績があること。それから両大会において、大会放

映時の施設紹介映像の作成にも協力し、当館及び大会の PR に努めた点といった

ところが評価されています。また、自主事業においては、10 月～11 月にかけて

初のプール利用を事故なく適切に開催した、施設見学会を実施したといった点が

評価のポイントとなってございます。説明は以上でございます。 
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所管局一次評価【全体を通しての質疑】 

発言者 内容 

柏原部長 事務局からの説明は以上でございます。今の件につきまして、委員の皆様から

のご質問はございますでしょうか。 

あるいは、この間ご説明申し上げましたこと、全体を通してでも結構でござい

ますので、ご質問ございましたらよろしくお願いいたします。 

守泉委員長 守泉ですけど、よろしいでしょうか。 

柏原部長 守泉先生、よろしくお願いします。 

守泉委員長 全体のところなんですけれども、公設の Wi-Fi に関しての言及がカヌー・スラ

ローム会場にはあるんですけれども、他の施設に関してはこの設置状況というの

は、どういう状況なんでしょうか。 

武田課長 Wi-Fi に関しましては、大会時に整備することをこれから予定しています。既

に設置済みのところもございます。それを基本的にはレガシーにおいても残して

いくという計画でございます。 

守泉委員長 今のご説明では、全施設において Wi-Fi は大会の時では設置がされていると。

ただそれがどの時点なのかっていうのは、早い遅いというのはあるっていう。そ

れからレガシーの施設としては、その Wi-Fi を維持できるという解釈でよろしい

でしょうか。 

武田課長 はい。レガシー時にも Wi-Fi は利用できる環境になります。ただ大会時には少

し過剰なスペックのところも一部はありますので、全てが全てというものではな

くて、大会時のレガシーに沿った形で必要な Wi-Fi を残していくという計画にな

っています。 

澤井委員 Wi-Fi を設置するのは指定管理者の責任というか、都のほうの責任なんですか。 

武田課長 東京都のほうで整備します。 

澤井委員 Wi-Fi の設置のみについては指定管理者に責任はないということですね。 

武田課長 はい、そうです。 

澤井委員 分かりました。 

僕からもいいですか。前回の時にお聞きしたと思うんですけれども、HP とか

今回の Wi-Fi もそうですけど、あと SNS ですね、Twitter 接続等の情報発信のデ

ータがあったのかどうか探せなかったんですけれども、そこら辺はどうなってま

すでしょうか。 

武田課長 はい、HP とか SNS を通じた情報発信に関して、大会後に向けて指定管理者の

ほうで準備しているところです。ただ、昨年度都民利用を行った際にも HP を一

部リニューアルしたような施設もあります。本格的な利用の受付とか利用の案内

というのは、大会後になってきますので、情報発信の仕方に関して、指定管理者

と定期的に都と協議させていただいて検討を進めているという状況でございま

す。 
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澤井委員 それは、どこまで指定管理者の責任なのか。つまり例えば、指定管理者はやり

たいけれども東京都のほうでちょっと待ってくれと言ってる、そういうことでし

ょうか。 

武田課長 特に東京都の方から待ってくれということはないんですけれども、なかなか大

会前は指定管理者の方でも、これから施設の予約というのも始まってくるんです

けれども、まだ大会前利用以外の情報発信する内容もコンテンツもないので、今

この時点では積極的に出しているものは少し限られているという状況です。 

澤井委員 利用が始まるのは大会後ですけれども、せっかく大会で施設に対する感心が高

まる時から、本来であれば Facebook だったり Twitter だったり HP で適切にあ

る程度情報を発信しておいたほうが、その後のアクセスに繋がるんじゃないかと

いう気がするんですけれども、そういう準備とかしているかどうかというのは、

ないですよね。 

柏原部長 HP 自体は５施設とも準備はしておりまして、実際大会前利用に関する情報等

については、発信はしたという実績がございます。それは指定管理者のほうで整

備いたしました。今もちょっとご説明申し上げました Wi-Fi は組織委員会もあり

まして、要は大会をきっかけに整備するものなので、これは都のほうで責任を持

って整備して、レガシー時に引き渡すということになっております。 

SNS につきましては、今ご説明も差し上げましたが、まだ SNS で、例えば

Twitter とかでツイートするような内容は残念ながらなくて、指定管理者のほう

でそういったことをやっているっていう例はないんですけれども、今後大会後に

向けてそういった SNS 等を行うということにつきましては、これは指定管理者

さんのほうで実際に今後やっていかれるということで、私どものほうでも考えて

おり、調整をするというような形でおるところでございます。 

澤井委員 分かりました。はい。了解です。 

小海委員 小海です。よろしいですか。何点かあるんですけれども、今回オンラインでや

っているので、委員会、これは公開されているんですか。 

武田課長 オンライン上で、リアルタイムで公開はしていないです。ただ、原則こういっ

た会議は公開ということになっておりますので、結果に関して公開するという扱

いにさせていただいております。 

小海委員 緊急事態宣言等の期間中は施設の利用中止期間等はどのようになっていたの

か。 

武田課長 基本的に都立施設の取り扱いといたしまして、緊急事態宣言の時には少し制限

するような形で利用していただいているという状況です。 

小海委員 中止、制限期間みたいな感じという見方。 

武田課長 はい。既に予約をいただいている内容に関しては、感染対策をきちんとやって

いただいたうえでご利用いただくという形なんですけれども、新規の受付を一定

の期間停止するとか、そういった形で利用に関して完全にオープンという形では

なくて、少し制限した形での利用ということで対応させていただいています。 
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小海委員 夢の島アーチェリー場では、先程の一次結果報告の中で、管理状況の施設の提

供の中の文言で、先程気がついたんですけど、都民利用開放に協力して、今年度

は全て一般受付にって書いてあるんですが、それがちょっと合わないかなと思っ

たんですけれど、これは読み方の差ですか。 

武田課長 そうですね。アーチェリー場の優先受付というのが、かなり前から行うような

仕組みになっていまして、原則使用する月の 16 か月前ということで優先受付の

制度になっています。 

今回、大会の延期を受けて施設が使えるようになったので、優先受付の期間と

いうのが既に終わっているという状況でございました。そのため、全て一般受付

で競技大会に関しても、こちらのほうで受付の手続きをさせていただいたという

こと。 

小海委員 受付の枠組みの問題ということですね。 

武田課長 そうですね。枠組みの問題です。 

事務局 少し補足をさせていただきますと、一般都民利用、この線表でいうところの一

般都民等の利用と、先程小海先生からお話があった一般受付というのは、イコー

ルではないということです。受付の枠組みの話になってございます。 

小海委員 分かりました。都民利用開放に協力しているという文言が誰でも使えるように

読めたというか、この文言に実際に違和感があったかなというところです。でも

内容は分かりました。 

あともう１点。今日、財務評価がないと思うんですが、今日の二次評価を全部

まとめるという形なんでしょうか。仮まとめみたいな。それとも 7 月 16 日の次

回に全部まとめるという形なんでしょうか。 

武田課長 財務のところ以外を除いた形で、二次の評価案というものを案として取りまと

めたいという風に考えております。 

小海委員 分かりました。例年やっぱりこういう時って、財務の点に関する質問とか色々

出たと思うので、そこを除くとかなり限られたとこしか出ないのかなと思ったん

ですが、とりあえず半分はまとめるということですね。 

武田課長 そうですね。財務のところはまた日を改めてということで、最終的な評価とい

うのはまた次の機会にはなるんですけれども、今日の時点では一旦仮ということ

にはなりますけれども、取りまとめたいという風に考えています。 

小海委員 了解しました。ありがとうございました。 

柏原部長 よろしいでしょうか。他に委員の皆様からのご質問等ございますでしょうか。 

澤井委員 すみません、もう１点だけ。前回も確か問題になったような気がしたと思うん

ですけど、利用者のアンケートの取り方、アーチェリー場では上手くできなかっ

たということですけれど、基準を設けるとか、こういうやり方でやりましょうみ

たいな、揃えていこうみたいな。それはどうなりましたでしょうか。一部調査方

法が分からない、調査対象がどこの誰なのか分からない施設もあったので、海の

森ですかね、これ誰に聞いているんだろうってなったんですけど、それはどうな

っていましたでしょうか。 
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武田課長 前回、先生方からもアンケートを取ることを積極的にやるべきという話と、取

るのであれば東京都のほうで表側、中身、内容をある程度揃えて行うほうが、よ

り有効なアンケートになるのではないかというご指摘をいただいていました。 

それで今回我々のほうでも検討はしていたんですけれども、大会前利用という

限定された利用になったというところと、各指定管理者のほうでもそれぞれ元々

予定していたアンケートがありましたので、まずはそちらのほうで今回に関して

は実施しているというところです。 

それでアンケートの結果、指定管理者の方からも提供いただいている部分もあ

りますので、今後大会後の利用の際には東京都の方でもある程度アンケートの枠

組みというか内容や共通項を揃えたもので行えるように提示していき、できるだ

けそういったものをご活用いただくように調整のほうを進めていきたいという

風に考えています。 

澤井委員 分かりました。ありがとうございます。 

柏原部長 ちょっと一言追加いたしますと、大会前利用に各施設取組んでいただいたんで

すけども、利用を実際にやるにあたっての事業の形態が、本当にその平常時、レ

ガシー時に一般の方を受け付けるような形でやった事業と、それから指定管理者

が自主事業として自分達が色んな企画をして、事業の中身を考えて、自分達の事

業として受け入れる、いわば施設を指定管理者自身が借りて自分の事業をやると

いう形で行った事業と、パターンがいくつかございまして、それによって実は内

容についても、アウトプットとして出てくるアンケートについても、多少中身が

違ってくるという部分もございます。 

柏原部長 その辺り、この評価シートだと少し分かりにくい部分もあるかと思いますので、

この後の各施設へのヒアリングの中で、実際に昨年度行いました大会前利用につ

いての話がありました際には、もしご不明であれば指定管理者に直に実施内容に

ついてご確認をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

はい、他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、一旦ここで休憩に入らせていただきまして、9 時 55 分から議事を再

開するということでよろしくお願いいたします。 
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指定管理者によるプレゼン、質疑【海の森水上競技場】 

指定管理者：海の森水上競技場マネジメント共同企業体 

 

発言者 内容 

柏原部長 時間になりましたので議事のほう再開したいと思います。委員の皆様よろしゅ

うございますでしょうか。 

それではですね、これより海の森水上競技場ほか４施設につきまして、指定管

理者によりますプレゼンテーション、質疑及び繰り返しになりますけれども財務

状況を除く二次評価の審議を行いたいと思います。 

では、海の森水上競技場は入ってますか。 

事務局 はい。海の森水上競技場指定管理者の皆様、ご準備よろしいでしょうか。 

よろしければお声をお願いします。 

施設職員 はい。海の森水上競技場のアラサワと申します。よろしくお願いします。 

事務局 聞こえました。ありがとうございます。それでは指定管理者によるプレゼンテ

ーションになります。プレゼンテーションの時間は 10 分間です。時間厳守でお

願いいたします。プレゼンテーションの後に質疑の時間を５分程取っております

のでよろしくお願いいたします。プレゼンにつきましては残り３分のところでベ

ルを一度鳴らします。また、10 分経ちましたらベルを二度鳴らしますので、その

時点で終了とさせていただきます。それでは資料のご準備及びプレゼンテーショ

ンよろしくお願いいたします。 

施設職員 海の森水上競技場のアラサワと申します。よろしくお願いいたします。私たち

は令和１年度からこちらのほう管理させていただきまして、昨年度令和２年度は

延期となりましたが、東京 2020 大会に向けての準備をはじめ、新型コロナウイ

ルス感染症対策をふまえた都民開放を実施しまして、大会終了後のレガシーの運

営を見据えて、お客様をお迎えしての管理運営を中心に行ってまいりました。当

然当該施設を利用された方々が安心にご利用いただけるよう、４つの事前項目を

掲げまして、実施させていただきました。 

資料のほうはご覧になられてますか。皆さんのほうに入っておりますでしょう

か。 

事務局 今のところ映ってないようです。 

施設職員 映っておりませんか。すみません、データ共有ができないので申し訳ございま

せん。１つ目ですけども、まず管理状況の中で適切な管理の履行、法令の遵守と

安全性の確保という部分ございますが、その中でですね、まず４つ。１つは防災

への配慮・緊急時対策というところと、事業効果の部分については団体利用状況、

もう１つはスポーツ振興事業の実施状況、あと多様な利用者に配慮した案内・環

境整備というこの４つを重点的に対応いたしました。 
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施設職員 まず１つ目ですけども、防災への配慮のところです。こちらについては、本施

設、海の森水上競技場につきましては、艇庫棟、グランドスタンド、フィニッシ

ュタワー等々ございますが、屋内消火栓を配置していない施設があるため、動力

ポンプを使用して放水し、消火するというような施設になっています。 

今回、東京消防庁から今年の３月、前年度の３月ですけども、動力ポンプを使

用した優良防火対象物認定証、優マーク取得の認定をされました。こちらについ

ては、本来、屋内消火栓のある所は率先して、希望されたところは取得をしてい

るものですけども、こちら、都内で動力ポンプを使った施設で認定されるという

ことではこの施設が第１号ということです。非常にあの、屋内消火栓ですとすぐ

ベルが鳴ってすぐ建物の中のホースとかそういったものを取ってすぐ消火にあ

たることができるんですけども、こちらについては倉庫の中から動力ポンプを出

しまして、それを決められた時間内にセットして放水するというようなことをし

まして、これが都内で第１号という風になりました。 

続きまして、利用状況の部分になります。団体利用状況ですけども、「都立スポ

ーツ施設等の再開館に向けた感染拡大防止ガイドライン」に基づいて、こちらの

海の森水上競技場の感染拡大防止対策方針を策定しまして、安心して当施設の利

用をしていただきました。また、こちらの団体利用につきましては、日本ボート

協会、カヌー連盟等々にもお声がけをしまして、特にカヌーはナショナルチーム、

パラカヌーですね、日本代表の選手や、ボートは東京都の高校生の強化合宿とい

うような形で、誘致することができました。また、東京都のドラゴンボート協会

の皆様方については、毎月定期的にご利用いただきました。また、今回競技団体

を対象にということで実施することになっておりましたけども、コロナ禍で活動

が思うようにできなかったイベントですね、音楽コンサートなどの関係者も利用

できるよう東京都様と協議をさせていただいたところ、当競技場においてです

ね、無観客ライブを誘致することができまして、新たな利用方法をご提案するこ

とができたのではないかという風に思っています。 

続きましてスポーツ振興事業になります。こちらについては、ボート体験会、

カヌー体験会、こちらも、大会後のレガシーの運営を見据えて、実施させていた

だきました。特にボート・カヌーの体験会については小学生から 60 代の方々ま

で、初めてボートを体験・利用される方が利用されました。また、本来こちらの

施設にございますトレーニングルーム等を利用してフィットネスプログラムと

いうのを実施しましたが、今回非常に季節的にも良く、艇庫棟の屋上でですね、

このようなフィットネスプログラムを開催しまして、東京ゲートブリッジや東京

湾の素晴らしいロケーションの中で実施させていただいております。また、今回

参加された皆様方には、意見聴取、アンケート調査等行いまして、小学校の低学

年の参加可能なイベントの開催や、定期的にそういう教室を実施してほしいと

か、また朝ヨガの開催などというような希望をいただいたので、 
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施設職員 可能なものについてはレガシーの運営の中で続けていきたいと思っております。

また、イベントの内容の評価につきましては、非常に満足、まあ満足という方が

７割以上の結果でございました。 

また最後になりますけども、外国語対応としまして日本語・英語・中国語・韓

国語のパンフレットを作成するとともに、ポケット通訳機も２台導入して、今後、

外国語の方にでもスタッフが対応できるよう導入させていただきました。また、

水上競技場の施設紹介動画を作成しまして、HP に掲載して、競技場の施設の魅

力について情報発信をさせていただいております。そちらについてはこちらパワ

ーポイントの写真でご案内します。 

まずこちらの管理状況ですけども、これは通常の当たり前の業務で、水上の清

掃をしたり、ポンプの点検をしたりというようなことを実施しております。 

次のこちらについては先程申し上げました動力ポンプを使ったものです。臨港

の消防署長様にお越しいただいて、授与式をしていただいたということで、こち

らの右側にあるのが、これが動力ポンプで、これがホースで、このような形で準

備するまでに決められた時間でしっかりと対応したということで認められてお

ります。こちらについてはコロナ対策の対応で館内の消毒、あと、こちらが団体

の利用状況になりまして、カヌーの団体さん、これがボートの高校生の団体の利

用、またこれがドラゴンボートさんの定期的な利用、これが先程申し上げました

競技団体による無観客ライブ、これ、通常昼間ではありますけども、イベント利

用の方の要望を受けまして、夜９時近くまで対応し、こういうゲートブリッジの

綺麗な夜景の中でですね、こういったコンサート等も実施していただきました。 

次のページですね。これが、スポーツ振興事業の取組状況ですけども、ボート

体験教室、カヌー体験教室、フィットネスプログラム、施設見学会等をさせてい

ただいております。 

最後になりますけども、こちらのほうで多言語のマップを作成していただきま

したので、表示しております。 

事務局 この後の動画２分少々あるみたいなので、ポイントとなるところだけ表示して

いただくことってできますか。 

施設職員 動画ですね、水上競技場の HP にもリンクされておりまして、施設の紹介をさ

せていただいております。ポイントとしては、実際、海の森水上競技場というの

はどういうものかというものでですね、建物の紹介はもちろんですけども、綺麗

なロケーションの中でこういった素晴らしい競技場がありますというようなも

のを掲載させていただいております。 

柏原部長 よろしいですか。 
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柏原部長 そうしたらすみません、ちょっと時間の都合でプレゼンテーションは以上とい

うことにさせていただきたいんですけども、海の森の皆さんよろしゅうございま

すでしょうか。ありがとうございました。ただ今のプレゼンテーション及び施設

運営等の説明につきまして委員の皆様からのご質問を受けたいと思います。時間

合計５分程度とさせていただきます。では、委員の皆様よろしくお願いいたしま

す。 

澤井委員 多様な利用をしてもらえるようにやられているところは非常に良いなと思った

んですけど、利用者アンケートがあったんですが、こちらのアンケートの対象は

今色んな団体さんとか個人利用がありますけど、こちらのアンケートはどなたに

聴いたものでしょうか。 

施設職員 都民利用をされた、体験教室を利用していただいた方や、実際競技団体さん水

面を利用していただいたお客様に、できるだけ直接会ってお声がけしたのと、あ

と体験教室終わった方には直接アンケート用紙を手渡ししてご記入をいただき

ました。 

澤井委員 すると競技団体の方もいれば、要は競技者の方もいれば、一般のこう、ボート

の。 

施設職員 そうですね、はい。参加された方も入っています。 

澤井委員 アンケートを取られる場合は、対象をまず明確にしていただいたほうがいいと

思うんですね。誰に聞くのかというのを分けて集計をしてください。競技者の方

と、初めてボートを漕いでみたみたいな方では、多分評価全く変わってくるので、

必要なサービスとか、対応が違ってくるので、それを一緒に混ぜちゃうとちょっ

と訳わからなくなるので、調査対象、アンケートした対象の方、競技団体、競技

者の方に聞きました、そうしたら満足度このくらい、で体験利用された方に聞き

ました、満足度はどれくらい、という感じですね。 

たぶん体験利用された方はまあ殆ど満足しておられるんですけど、例えば競技

されている方は色んな戸田とかね、色んな競技施設と比較してちょっと辛口にな

ったりしたりするかもしれませんし、需要もニーズも違ってきますので、それは

分けてアンケート取って、きちんと分析されると、競技者のニーズはこうなんだ

けど、ちょっとこういうところに指摘があるとかもですね、それが変わってきま

すので、そこがちょっと注意してアンケート取っていただければなという風に思

います。 

施設職員 はい。承知しました。 

柏原部長 他にご質問ご意見、委員の皆様のほうからございますでしょうか。 

丸山委員 後半の都民利用といったことでいいんですが、小学校低学年が参加可能なイベ

ントの開催っていうので、低学年にも参加できるっていうところ、説明いただけ

ませんか。どんな風にしたのか。お願いします。 
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施設職員 実際、低学年、特にボート・カヌーというのは、やはり３年生４年生くらいの

方からという風に、これまでの実施というか、団体さんからも聞いておりまして、

なかなか低学年１年生２年生というのは、非常にサイズ、ボートの大きさとか、

そういった点が難しいという風に聞いておりました。ただ、水面を漕ぐだけでは

なくて、色々あのローイングマシンとか、そういった機材がありまして、モニタ

ーでボートを漕ぐような引っ張るものなんですけど、そういうものとかも体験し

てもらって、もうちょっと大きくなったら本番になれるよというようなものと

か、そういったことを協会さんと相談をして、実施できればなという風に思って

おります。 

丸山委員 はい、ありがとうございます。 

柏原部長 他にご意見ご質問ございますでしょうか。他の委員の皆さんよろしゅうござい

ますか。 

澤井委員 一言お願いと言うか、質問というかですけど、色々イベントを誘致されている

のをすごく好意的に拝見しました。ライブイベントとかぜひ引き続き頑張ってい

ただきたいんですけれども、せっかくの施設ですから、色々ボートとかカヌーと

かに限らず、色々可能性のある水上競技を誘っていただくというか、利用してい

ただくように色々やっていただくと良いのかなという風に思います。そのボート

とかカヌーだけに限らず、使える水上競技、水上スポーツみたいなものを、色々

考えて探していただいて、是非広く多くの方に使っていただけるようにしてあげ

ればなと。もちろんライブのイベントなども含めて。ぜひ頑張ってください。 

施設職員 ありがとうございます。 

柏原部長 ありがとうございます。委員の皆さんよろしゅうございますでしょうか。それ

では、お時間もございますので恐縮でございますが、これから審議に入りたいと

思います。海の森水上競技場の皆様ありがとうございました。ご退出をお願いい

たします。 

施設職員 ありがとうございました。 

柏原部長 お疲れさまでした。 
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二次評価の審議【海の森水上競技場】 

 

発言者 内容 

柏原部長 それでは、審議のほうお願いしたいと思います。審議の進行は、委員長にお願

いしたいと思います。守泉先生、よろしくお願いいたします。 

守泉委員長 では続きまして海の森水上競技場の財務状況を除いた二次評価案について、事

務局よりご説明をお願いいたします。 

武田課長 それでは、二次評価案について説明させていただきます。先生方ですね、４人

全員がＢ評価ということで評価いただいてます。 

まず、管理状況についてですけれども、先生方からは気象環境の変化の影響を

直接受ける施設ではあるが、問題なく管理が実行されたこと、また、利用者が安

全で快適に利用できるよう、法令や協定、事業計画に沿って、ほぼ、評価水準通

りに適正な管理を行っている点といったところが、評価をいただいています。ま

た、事業効果のところでは、コロナ禍の中ではあるが、2020 年 9 月～12 月にか

けて、施設利用が問題なく行われているといった点が、評価をいただいています。 

また、今後取組むべき点といたしましては、今後も利用者の要望に的確に対応

できるよう取組むべきだといったところですとか、ステークホルダーとの連携や

ボート競技に限らず各種イベントの誘致も取組むべきといった点で、ご指摘をい

ただいているといったところでございます。説明は以上になります。 

守泉委員長 それではですね、海の森水上競技場の評価について、皆さんＢ評価ということ

で一致はしているんですが、それ以外のこととして、何か審議すべきような文言

とかそういう点があればと思いますので、その辺のところをご審議いただければ

と思います。ちょっと時間押してますので、５分も取れないのかなとは思います

が、よろしくお願いします。 

澤井委員 全体に通じる話なんですが、前回もたぶん話があったと思うんですけど、守泉

先生からもあったと思うんですが、これどうやったらＡになるんでしたっけ。さ

っきの一覧表の事前評価を拝見していて、これってどうなったらＡになるのか

な。なんとなく、評価をしていてもですね、僕もしょうがないのでなんとなくＢ、

特にこの１年は利用者がそれなりに制限された中でやられていますので、あんま

りこう、評価できるような部分、その割にはよくやってるなと思っていたんです

が、ちょっとよく分からないところではあるんですけど、いかがでしょうか。 

柏原部長 その点についてですね、事務局のほうから、再度ですね、評価につきましての

概要をご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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武田課長 先程も少し触れさせていただきましたけれども、評価の水準を４段階というこ

とにさせていただいております。Ａ評価というのが、管理が良好でですね、管理

運営に係る様々な点で優れた取組が認められる点ということで、これまでの例で

言うとですね、収益の向上の取組だとか、年間の稼働率が従来に比べてだいぶ大

幅に改善したとかですね、１年を通じて優秀な取組が見受けられた点とかが、評

価されているというところがあります。 

今回新規恒久施設に関しましては、冒頭にも説明を少しさせていただきました

けども、大会前で一部都民利用ということを行いましたけれども、組織委員会の

仮設物があったりですね、新型コロナというところで、少し制約がかかる中での

運用という面ではあるんですけれども、なかなか成果が出しにくい外部環境があ

ったのかなというところがございます。 

澤井委員 分かりました。そうしますと僕らの考え方としては、今、むしろ今後の評価の

ための基準になる評価になっているという考え方で良いか、という感じですか

ね。 

武田課長 はい。そうです。 

澤井委員 そのあとどんどん利用が増えていって、彼らが頑張った時に、それをＡとかＳ

とかという評価をしてあげれば良いというような、そういうようなイメージでい

いでしょうかね。とりあえずは。 

武田課長 はい。そういう風にご理解いただければと思います。 

守泉委員長 他に何かありますでしょうか。私から一言なんですけど、澤井先生もお書きい

ただいてるんですけども、HP、SNS での情報発信の部分っていうのが、事業効

果のところに書かれているんですけど、大会の前とそれから実際に大会後に施設

を運営していく段階とでは、HP、SNS を介しての情報発信の仕方に関して、だ

いぶ違いがあると思うんですよね。 

むしろ例えば大会前ですと、色々法的な制約がございますので、これに関して

はこうだっていう、その後に関してはある程度は基本的な個人情報等のルールを

守った形で、こういう形でっていうのはあるかと思うんですけど、その辺って、

ルール作りっていうのは何か都のほうでやられているんでしょうか。 

武田課長 特に、情報発信にあたってのルール作りっていうのは、積極的に事業効果など

を出すために情報発信していってくださいっていうことはしています。 

ただ一方でやはり個人情報の取り扱いとかですね、そういった法令上必要とな

るものに関しては遵守していくということはありますけども、事細かに何かです

ね、子細に渡って取り決めをしているというものはないです。そこは東京都と指

定管理者との間で協議していただいて、指定管理者のほうからこういった提案が

あれば、都のほうでも相談に乗ってですね、適宜対応していくという対応をとら

せていただいてます。 

  



22 

 

 

守泉委員長 ありがとうございます。よろしいでしょうかね。今回のところですと、先程事

務局のほうからもお話があったように、どうしても、例えば事業効果のところと

か、その辺のところの業務上の制約があるので、評価のところでもＡやＳが付く

という得点の余地がなかなかないということで、だいたいまあＢ、何か問題が起

こるとＣになってしまうというところで、皆さんもＢということで、共通な形に

なったかと思います。 

守泉委員長 まあその結果を受けまして、他にご意見等が無いようでしたら、海の森水上競

技場の財務状況を除く二次評価について、皆さんの総合評価にあわせたＢという

ことにしたいと思うんですけれども、それに関して、ご異議が何かありますでし

ょうか。よろしいでしょうかね。ご異議がないようですので、では財務状況を除

く二次評価について、Ｂということでさせていただきたいと思います。 

それぞれの管理状況、事業効果の部分、この辺の部分の説明のところを何かま

とめた形と、それから事務局案のところ合わせた形で、まとめて指定管理者のほ

うに報告をするんですよね。それどうなんですか。 

武田課長 はい。そうですね。指定管理者のほうには二次評価の結果ということでですね、

こちらのほうからフィードバックさせていただく予定ですね。 

守泉委員長 その辺で、文言のすり合わせで何か問題になりそうなところは、今のところな

い、大丈夫ですかね。 

武田課長 そうですね、少しちょっと分かりづらいところも、もしかしたらあるかもしれ

ないので、ちょっとこちらのほうでも一度、指定管理者に返す前に、また先生方

にも目を通していただいて。 

柏原部長 指定管理者のほうに、委員の皆様からいただいた意見をフィードバックする際

に、このままの形で出すわけではないんですけれども、主だった意見ということ

で、伝えるということにしておりますので、またその際には今あの委員長からご

ざいましたように、文言についてはですね、事前に先生方とすり合わせ調整はさ

せていただきます。 

守泉委員長 はい。どうもありがとうございます。では、進行を事務局にお戻しさせていた

だきたいと思います。 
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指定管理者によるプレゼン、質疑【夢の島公園アーチェリー場】 

指定管理者：アメニス夢の島グループ 

 

発言者 内容 

柏原部長 それでは続きましてですね、夢の島公園アーチェリー場の指定管理者によりま

すプレゼンテーション、質疑及び財務状況を除く二次評価の審議を行いたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

事務局 これから指定管理者によるプレゼンテーションになります。プレゼンテーショ

ンの時間は 10 分間です。時間厳守でお願いいたします。プレゼンテーションの

後に質疑の時間を５分程取っておりますのでよろしくお願いいたします。 

プレゼンにつきましては残り３分のところでベルを一度鳴らします。また、10

分経ちましたらベルを二度鳴らしますので、その時点で終了とさせていただきま

す。それではプレゼンテーションのほうよろしくお願いいたします。 

施設職員 まず令和２年度の管理状況ということでご説明をいたします。管理状況、適切

な管理の履行というところでは、管理運営基準に則り、年間 15 回の芝刈りを実

施しました。芝・雑草の成長期と停滞期とでメリハリのある芝刈りを実施したと

いうことで、夏場は多く、秋からは少なくということですね。今まで、芝刈りと

除草を個別に実施していたものを同時に行うことで、コストダウンが図れまし

た。初年度は非常にコストがかかって、給水車とか用意したりして、芝刈りと除

草を個別に実施してたんですけど、これを一緒にすることで大幅なコストダウン

が図れたということです。 

優先受付、利用料金の減免も適切に実施いたしました。減免の際には利用者に

対してきちんと告知を行いました。また、日頃のコミュニケーションにより、計

画を上回る施設利用料金を獲得できた。これが大きいです。オリパラ準備期間と

いう制約のある中で、利用促進に繋げられたということです。 

続きまして、施設の清掃・警備ということでは、強い風雨により落ち葉や泥等

が溜まるため、日常目視点検を昨年に引き続き実施をいたしました。利用者、各

業者への鍵の貸し出しに際しては昨年に引き続き「鍵貸し出し管理表」に記載し

て、貸出先、貸し出し鍵の種類、本数を管理して、鍵の紛失防止と盗難防止に努

めました。 

施設・設備の保守点検というところでは、毎日の清掃に加え、日常的にも点検

業務を実施したと。法令義務のある消防点検も実施いたしました。また、樋、枡

の清掃も年間２回を実施して、利用者にとって快適な環境作りと安全性の向上に

努めました。的台を運ぶ台車が２台程パンクをしてしまいまして、タイヤを交換

することで利用者にとって元の生産性に戻ったということで、台車１台につき畳

が６枚ぐらい運べるんですけれども、これが３枚、２枚しか運べなかったので、

非常に苦労していたということで、急務であったということです。 
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施設職員 施設の提供についてというところでは、昨年同様 2020 大会を控えて、全日本ア

ーチェリー連盟、東京都アーチェリー協会等によるアーチェリー競技に限定した

使用を行って、会場の良好な維持に努めたということで、アーチェリーしかさせ

ないことによって芝の状態を良好に保ったということです。 

人員配置。アーチェリー場は東京都建設局管轄の夢の島公園に設置された施設

であって、同一の指定管理者で管理運営を行っています。よってアーチェリー場

の業務においても連携した対応を行うことで、管理水準を高めると共に効率的な

運用を図りました。 

法令等の遵守というところでは、個人情報保護の取組というところで、東京都

建設局の夢の島公園・夢の島熱帯植物館と連携し「個人情報保護」に関する研修

を、時節柄リモートにて実施いたしました。コロナウイルス緊急事態宣言下の試

合で、選手・役員の一人ひとりの個人情報をマニュアルに従って体調管理シート

の回収という形で行ってもらいました。それと共に「コロナ見守りサービス」登

録の促進を口頭と POP により図りました。 

次に、環境配慮への取組というところでは、アーチェリー場内においては、除

草剤や害虫駆除剤は使用せず、利用者の安全性と安心感の向上に努めたというこ

とです。 

都への連絡・報告というところでは、前年と異なり大型の台風等はほとんどな

かったんですけども、地震の連絡等は、密に連絡を取って報告をしたということ

です。 

続いて安全性の確保というところでは、小中学生大会というのが実施されたん

ですけども、そこで築山の上に防矢ネットを立てて様子を見てみたんですけど

も、築山を越える誤射はまったくなかったということで、そもそも築山まで矢は

当たらないというところはあったんですけども、別の大会、江東区アーチェリー

協会さんの大会では、金属探知機を使用して、的を外れた矢の早期発見を行って、

スピーディーな試合の運営が実現できたということです。 

防災への配慮・緊急時対策のところでは、夢の島公園・夢の島熱帯植物館と連

携して避難訓練を行い、これは 11 月 24 日ですけども、併せて災害時の時に緊急

利用を行う簡易トイレの組み立て、これはアーチェリー場の南側にあるんですけ

ども、トイレに設置された簡易トイレの組み立ての実習も行って、緊急時の対応

力の向上に努めたということです。 

事業効果というところでは、利用状況、オリパラ予選をはじめとして、東京都

強化記録会、小中学生大会、強化部記録会、第２回 70ｍＲ大会、関東学連記録会、

サンライズカップ、東京都アーチェリー協会の大会等すべて９試合、17 日間を実

施しました。 
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施設職員 事業の取組という点、サービス向上に向けた取組というところでは、日本身体

障害者アーチェリー連盟様が過去の経緯によって、情報があまり行き渡っていな

い状況でして、かといってパラの予選ということで非常に大事な試合だったんで

すけども、どうしようかといったところで、全日本アーチェリー連盟が主催のオ

リンピック予選会の、こういう器具の取り付け方をしますよ、こういう的台の貼

り方をしますよといった画像を共有して、一方で報道陣への対応の仕方等もご案

内して、結果、功を奏して高い評価をいただいたということです。唯一実施した

アンケートの中では、とても高い評価をいただきました。 

最後、新型コロナウイルスへの対応というところでは、コロナ緊急事態宣言下

の大会実施。予約は緊急事態宣言前に行われたので、「都立スポーツ施設等の再開

館に向けた感染拡大防止ガイドライン」に則って、当日の検温、手指の消毒、ソ

ーシャルディスタンスの励行、体調管理シートの提出義務、コロナ見守りサービ

スへの登録の励行、試合時以外ではマスクをちゃんと着けてくださいよといった

徹底した感染症対策によって、これは主催者と連携して強化徹底を図りました。 

また、緊急事態宣言下以外でも、宣言期間中と同様の基準で徹底を図ったとい

うことです。以上でご説明は終わりです。オリンピック予選、オリンピックを控

えたということで、アーチェリーに限定した用途で運営した１年だったんですけ

ども、何とか乗り越えられたかなという感じがいたしました。プレゼンは以上と

させていただきます。 

柏原部長 はい。ありがとうございます。以上でプレゼンテーション終了でございますが、

これをふまえましてですね、委員の皆様方より質問等がございましたら、お願い

いたします。時間５分程度ということでお願いいたします。では、委員の皆様方

どうぞ。 

小海委員 ご説明ありがとうございました。今映っている資料の、施設の提供、一番上の

ところに記載されていることで確認したいんですけれど、２点あるんですけど、

真ん中に利用料金の減免ていうことが書いてあって、HP を見たところ減免のこ

とは書いてなかったので、どういう形で減免しているのかなというのが１点で

す。もう１点は、その下の日頃のコミュニケーションによるっていうのが、内容

がよく分からなかったので、そこを伺いたいと思います。以上です。 

施設職員 はい。減免っていうのは、都知事が承認した案件だとかですね、その他諸々で、

50%ほどの利用料金だけに発生する減免です。それと、あとはコミュニケーショ

ンという点では、試合の始まる前、始まった後、それと試合後、お電話等でコミ

ュニケーションを図っているということで、結局鍵を渡して使っていただくとい

うのではなくて、鍵を自分で開けて利用者に入っていただいて、終了したら鍵を

閉めて、ご挨拶をしてっていうようなコミュニケーションの取り方を行いまし

た。 
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小海委員 すみません、最初の減免の都知事がっていうのがよく分からなかったんですけ

ど、私がよく知らないだけかもしれないんですけど、対象はどういう方なんです

か？ 

施設職員 少々お待ちくださいませ。すみません。 

小海委員 実際利用されているのが、大会関係だと思うんですけど、そういう公式の大会

には全部減免がつくとか、そういうイメージでしょうか。 

施設職員 いえ、そうとは限らないんですけれども、例えば、１つとして日本体育協会及

びこれに加盟する競技団体、２点目が、東京都体育協会及びこれに加盟する競技

団体、で、日本障がい者スポーツ協会及びこれに加盟する競技団体。東京都障害

者スポーツ協会及びこれに加盟する競技団体ということで、８つほど項目がある

んですけども、これに則った形かどうか確認させていただいて、そのうえで減免

をさせていただいたということです。 

小海委員 はい、分かりましたありがとうございます。 

柏原部長 他にご質問、ご確認事項ございますでしょうか。 

丸山委員 以前ですね、アーチェリー場の芝生の利用について伺ったことがあるんですが、

今オリパラの直前ですから、そういうことやってないと思いますけれども、芝生

の利用ってどんな利用があるんでしょうか。 

施設職員 アーチェリー以外ですか。 

丸山委員 はい。 

施設職員 アーチェリー以外ですと、スポーツ大会の実施だとかですね、あとは、自由な

広場として皆さんに遊んでいただくだとかですね。 

丸山委員 実際に開放ってやられていたわけですか。 

施設職員 いや、開放は一切していないです。 

丸山委員 してないですか。 

施設職員 はい。オリンピック・パラリンピック終わるまでは開放はしません。 

丸山委員 はい、やっぱりね。分かりました。ありがとうございます。 

柏原部長 よろしいでしょうか。他に。 

守泉委員長 はい。守泉ですけど、よろしいでしょうか。 

柏原部長 はい。お願いします。 

守泉委員長 システム面のところで、内閣サイバーセキュリティーセンターの JIPS という

のを入れているということなんですけども、不正アクセスの可能性といった時に

はこれ、HP に入ってくる不正アクセスっていうことで考えているのかな。あと

は予約システムのところか何かで、入ってくるところで考えられているのか、こ

れどこの部分でどういうリスクを考えられたのでしょうか。 

施設職員 はい。あの Web ですね。 

予約システムはまだ稼働しておりませんので、Web です。 
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守泉委員長 そうすると、これはそちらの団体だけではなくて、他のところでもそういう可

能性はあり得るということで、標準的に本来であれば導入したほうが良いという

ことですかね。 

施設職員 何をでしょうか。 

守泉委員長 同じような他の施設でも、HP とかっていうのはやっていますので、HP に対し

て、例えばクロスサイトスクリプティングとかそういうのを埋め込まれるとかそ

ういうことって、全くリスク的には同じだと思うんですよね。ですから、別に、

他の団体でも本来は同じことが言えるということです。そちらのほうとしては、

特にそのリスクを考慮しましたというお考えですよね。 

施設職員 はい。そうです。 

柏原部長 ありがとうございます。 

他にご質問ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それではですね、他に質問等ないようでございますので、審議に入りたいと思

います。夢の島アーチェリー場の皆様、これでご退出をお願いします。ありがと

うございました。 
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二次評価の審議【夢の島公園アーチェリー場】 

 

発言者 内容 

柏原部長 それではですね、夢の島アーチェリー場の皆さまが退出されましたので、以降

の進行を委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

守泉委員長 ありがとうございました。では続きまして、夢の島公園アーチェリー場の財務

状況を除いた形での二次評価案につきまして、事務局よりご説明をお願いいたし

ます。 

武田課長 はい。説明させていただきます。こちらですね、先生方４名全員がＢ評価と評

価いただいております。特にですね、管理状況のところでは、点検・保守を必要

とする施設・設備が少なく、経年劣化による不具合も少ないため、簡易な形で効

率的に対応しているといった点、利用者が安全で快適に利用できるよう、法令や

協定、事業計画に沿って、ほぼ評価水準通りに適正な管理を行っているといった

ところが評価いただいております。 

また、こちら改善点というようなところになるのでしょうか。今後ステークホ

ルダー、特に競技団体との連携・協働や、アーチェリー以外の事業、イベントの

開発・誘致に取組むべきだ、といった点でですね、ご指摘いただいているところ

でございます。以上でございます。 

守泉委員長 ありがとうございます。それでは夢の島公園アーチェリー場の評価につきまし

て、皆さんの評価がＢということで、共通はしているんですが、その中身の部分、

特に事業効果のあたりのところでは、澤井先生けっこうお書きになられているん

ですけど、まずちょっと、澤井先生のほうから簡単にお話しいただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

澤井委員 色々書かせていただきましたけれども、今、話を聞いているとやっぱりオリパ

ラ前で色々制限があるということですので、その制限のある中でやられていると

いうことで、よく理解しまして、ただまあ、終わったあと、しっかり運営してい

ただければなという風に思っているところですね。 

ちなみに質問なんですけど、アーチェリー場って芝生でなきゃいけないという

か、芝生ってけっこう大事なんですかね、アーチェリー場にとっては。 

武田課長 大会前はですね、カメラ映えとかですね、そういった部分もあるので、非常に

今綺麗にしています。大会後、維持管理の面でですね、コストもだいぶかかると

いうこともあるので、そこに関しては大会後の競技団体さんの利用の意向なんか

も聞きながら、どの程度の水準で管理していくのかっていうのは、今後検討して

いきたいと思っています。 

澤井委員 オリンピック・パラリンピックの時はやっぱり綺麗に見せたいということです

よね。 

武田課長 はい。 
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澤井委員 分かりました。競技であったら、すごく芝にこだわる競技。もちろんね、サッ

カーとか当然こだわるのはあたり前なんですけども、そこに過剰なコストをかけ

る、あるいはそこを傷めたくないから使いたくないみたいなことは、あるのかな

ってちょっと気になったんですけど、まあそういうことでしたら分かりました、

大丈夫です。 

守泉委員長 あと４点、昨年ですかね、澤井先生のほうからもお話があったと思うんですけ

ども、このような、例えばコロナの状況で利用制限がされている場合に、ここで

働いてる人達の管理状況として、スタッフの雇用条件、委託先の契約内容ってい

うことが書かれているんですけども、縮小した場合のその辺のあり方っていうの

はどういう形でされているか、事務局としては把握されていらっしゃいますか。 

武田課長 はい。あの、縮小というかですね、通常だと指定管理者の事業計画に関しては、

前年の年度末辺りに翌年度の事業計画ということでいただいて、それを承認して

事業を行っていただくんですけれども、昨年度に関しては、大会が延期になって

都民利用ですね、急遽行うことになったというところと、あとそれに関してコロ

ナの影響が出てですね、若干体制面や事業計画に変更がありましたので、そうい

ったところ、ヒアリングとですね、修正の事業計画っていうのを出していただい

て、東京都としても承認してきたっていう経緯がございます。そういったところ

の中身に関しても、こちらのほうでですね、柔軟に対応しているといったところ

でございます。 

守泉委員長 澤井先生、今のようなお答えでよろしいでしょうか。 

澤井委員 仕方がないのかなと、思いますね。ぜひ気をつけていただければと思います。 

守泉委員長 それ以外何かご意見とかございますでしょうか。 

無いようですので、ご意見が無いということで、それで評価自体は皆さん統一

化していますので、夢の島公園アーチェリー場の財務状況を除く二次評価に関し

ては、Ｂということで、この内容にさせていただきたいと思います。 

じゃああの、事務局のほうにお戻しさせていただきます。 

柏原部長 はい。ありがとうございました。 
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指定管理者によるプレゼン、質疑【カヌー・スラロームセンター】 

指定管理者：株式会社協栄 

 

発言者 内容 

柏原部長 引き続きまして、カヌー・スラロームセンターの指定管理者によりますプレゼ

ンテーション・質疑及び財務状況を除きます二次評価の審議を行いたいと思いま

す。 

それでは、これからカヌー・スラロームセンターの指定管理者の皆さんに入室

していただきます。 

事務局 それではカヌー・スラロームセンターの指定管理者さんによるプレゼンテーシ

ョンを行っていきたいと思います。プレゼンテーションの時間は 10分間です。時

間厳守でお願いいたします。プレゼンテーションの後に質疑の時間を５分程取っ

ておりますのでよろしくお願いいたします。プレゼンにつきましては残り３分の

ところでベルを一度鳴らします。また、10分経ちましたらベルを二度鳴らします。

その時点で終了とさせていただきます。それでは、資料の表示、プレゼンテーシ

ョンをよろしくお願いいたします。 

施設職員 ありがとうございます。株式会社協栄のイシイと申します。本日はどうぞよろ

しくお願い申し上げます。時間が限られおりますので、抜粋してご説明いたしま

す。 

まずはじめに、施設の保守点検についてご説明いたします。確実な日常点検の

実施と主要機器に関しては、直接施工メーカーによる点検を実施することで、い

つでも安心して施設をご利用いただける状態を保ちました。具体的な取組としま

しては、蓄積したデータから定めた、各設備機器の管理基準値を検針票やメータ

ー自体に記す等の工夫を行うことで、従業員の誰が検針を行っても異常を確実に

検知できる仕組みを整備いたしました。また、実際のコース運用では、トランシ

ーバーを活用し、利用時前後の揚水ポンプの稼働開始と終了をつつがなく行うこ

とや、補給水の手動管理の徹底を行うことで無駄を省き、省エネの推進に努めま

した。 

次に、水上競技場施設の維持管理について説明いたします。昨年度はコロナ禍

で限定的な施設提供となりましたので、この状況を活用し、東京 2020 大会を見

据えたプールの苔対策テストを行いました。大型水中クリーナーによる清掃や薬

剤メーカー協力のもと、薬剤投入などを実施しました。その結果をもとに１月、

２月、換水清掃後は薬剤投入による水質コントロールを行い、現在に至るまで苔

がほぼないクリーンな状態を維持しております。また、日陰の少ない施設である

ことからベルトコンベアー頭上にサンシェードを設置して日陰を作るなど、熱中

症対策に取組みました。 
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施設職員 その他、オブスタクルブロック上に鳥除けの設置や、オブスタクルブロックの

流出防止のための固定金具の追加取り付けなど、施設の特性をふまえた管理を実

施しました。 

次に、人材育成についてです。カヌー・スラロームセンターでは昨年度の状況

下においても、少しでも安全に安心して施設を利用いただけるよう、また、従業

員自身の健康を守れるよう、東京都の新型コロナウイルス感染対策マニュアルに

準じた施設独自のマニュアルを作成し、従業員教育に努めました。また、国内初

の人工コースに適した水上レスキューのためのマニュアルの策定及び訓練の実

施、指定管理者制度に係る資格の取得など、利用が少ない状況下においても、い

つでも施設を開場できる準備をしてまいりました。施設の提供につきましては、

昨今のコロナ情勢で厳しい中ではありましたが、利用動線の工夫や入退管理、消

毒作業等、コロナウイルス対策を講じた上で、できうる限り積極的に施設を提供

しました。また、東京 2020 大会後の利用を見据えた大会やイベント誘致のため

の活動として、日本カヌー連盟への聞き取りや、日本カヌー連盟以外の競技団体、

葛西臨海公園駅の新規事業者などへヒアリングを実施しました。 

続きまして安全性の確保について説明します。設備面の安全性の確保としまし

て、常駐スタッフにより簡易修繕の対応の推進をしました。競技施設のクラック

補修やボートコンベアの不具合対応などメーカーや施工業者に問い合わせをし

ながら、常駐スタッフにて積極的に修繕を実施することで、迅速な対応と施設へ

の理解を深めることにつなげることができました。 

防災への配慮と緊急時対策としましては、災害時一時滞在施設としての備えや、

葛西消防署や葛西警察署など各所との打合せに積極的に参加し、連携体制を確認

してまいりました。葛西警察署においては現在も定期的に連絡を取り、巡回を強

化いただいております。 

次に事業の実施について、取組状況を報告いたします。東京 2020 大会に向け

た準備と並行し、スポーツ体験の機会を提供し、施設の認知度を上げる事業を実

施してまいりました。今年度はコロナウイルス感染対策を徹底しながら、終日無

料開放イベントとして、カヤック体験やラフティング体験などを実施しました。

施設見学会も開催し、小さなお子様から高齢者まで幅広い年齢層の方のご参加

と、メディアからの取材も複数受け、施設認知度向上に寄与する事業となりまし

た。また、障害者スポーツ振興への取組として、日本障害者カヌー協会に要請し、

施設視察をしていただき、共同事業実施に向けた打合せのほか、施設バリアフリ

ーの強化、特に水面へのアクセス向上に向けた取組の第一歩をスタートすること

ができました。 

自主事業の実施状況としましては、昨年度の事業アンケートから抽出された要

望のうち、ラフティング参加年齢の引き下げやカヤック事業で技術が低い方が参

加できる事業の追加など、多くの層の方が利用できるよう、また、コロナ禍であ

っても安全に参加できるよう、東京都にご協力をいただきながら実施いたしまし

た。 
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施設職員 利用者ニーズの満足度を把握するために、自主事業参加者に対するアンケート

や競技団体へのヒアリングのほか、官公庁の訓練やロケ地利用等、スポーツ以外

の利用に関連する団体へのヒアリングや、HP を活用した施設のニーズ調査を実

施しました。自主事業参加者のアンケートでは、「とても満足」または「満足」と

回答された方の割合が、ラフティングツアー・上級者カヤック練習会、いずれも

90%以上と、大変満足度の高い結果を得ることができました。東京 2020 大会後

の計画への糧とすることができたと思います。 

カヌー・スラロームセンターは、国内初の施設であり、カヌー・スラロームと

いう競技もまだまだ日本では認知度の低いスポーツであることから、これからも

施設の認知度を高めていくことが求められると考えられます。この取組の１つと

して、施設のプロモーションを目的としたビデオを作成しました。カヌー・スラ

ロームセンターがどのような施設であり、どのような使用ができるのかを知って

いただける内容となっております。最後にこちらをご覧いただければと思いま

す。再生の準備を行いますので少々お待ち下さい。ありがとうございました。 

 

【動画再生】 

 

以上となります。ありがとうございました。 

柏原部長 ありがとうございました。プレゼンテーション以上でございます。 

柏原部長 それでは、ただ今のプレゼンテーション及び施設運営等につきまして、委員の

皆様からのご質問ご確認事項等お願いいたします。 

守泉委員長 この施設というのは、建築の世界からすると、かなり特殊な部分で、初期の不

良というのがいろんな形で出ても、設計上当然だと思うんですよね。例えば、水

を入れていったら、あるところで例えばコンクリートが欠けてしまったとか、何

かそういうようなことって普通にあっても当然ですし、それから機械の初期不良

というのも、あってもおかしくはないと。それから藻や苔が発生した部分に関し

て、どうやって対応するのかと。その辺の状況について、ここまでのところで何

かご苦労があったり、こんなことがありましたっていうのをちょっとお聞かせい

ただければありがたいんですが。 

施設職員 はい。私のほうからお答えさせていただきます。協栄のムトウと申します。 

まず１点目の、建設当初からの不具合とうことで、ご懸念いただいているとお

り、やはり、大きな不具合は幸いまだありません。ですが、ご懸念のように、コ

ンクリートのクラックというのが、多く発生しています。こちらについては、施

設特性上、今後も付き合っていく必要があるのかなということで認識をしており

まして、今弊社のほうとしては、常駐スタッフによるコンクリート補修というの

を進めております。そうすることによって、常に状態を把握しながらというとこ

ろで、スタッフのほうでも状況を把握していくということがまず１点。それから、

大きなクラックについては、 
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施設職員 年に１回水を抜く換水メンテナンス期間というのを設けてますので、そういった

時に、我々だけではなくて、専門業者を入れて大きなクラックについては補修を

していただいて、診断をしていただいてということで対応をしております。 

それから、ご質問があったのは、苔の部分についてということですけれども、

昨年度コロナウイルスでかなり施設の提供が限定的なものになりましたので、そ

の期間を使って、オリンピックもありますので、それに向けて、どういった形で

苔を抑制できるのかということでテストを行いました。具体的には、大型のクリ

ーナーを導入して取ってみたりとか、物理的に取るという作業をしてみたりと

か、色々した中ですけれども、その中で、薬剤ですね、除藻剤、藻を防ぐ薬剤が

あるんですけれども、薬剤メーカーに問い合わせをして協力いただきながら、そ

れを注入していきました。そうした結果、苔を取ることはできないんですけれど

も、抑制はできたという結果を得られました。ですので、我々としては換水清掃

が１月、２月にメンテナンスあったんですけれども、そこから終えて水を張って、

除藻剤で管理をしているんですけれども、まず苔を生やさないことが肝要なんだ

なという認識のうえ、除藻剤でコントロールをして、昨年と比べてもうかなりき

れいな状態で、ほとんど目立つ苔はない状態で管理できている、そういった状況

にございます。以上です。 

守泉委員長 ありがとうございました。他に、評価シートのところで見ますと、例えば丸山

先生とか澤井先生とか何かお聞きになりたいとかっていうのは少し書かれてい

るんですけど、いかがでしょうか。 

澤井委員 じゃあ僕からですけど、団体稼働率のところが、前年比で随分下がっていたり

とか、あとですね、自主事業のところの参加者数が、事業数が一緒なんだけど、

だいぶ下がってしまっていると、これ何か理由があるんでしょうか。 

オリパラの準備に入っているということもあると思いますけれども。 

施設職員 はい。ありがとうございます。こちらのほうも私のほうからお答えさせていた

だきたいと思います。 

団体稼働率の前年比、令和１年度比が下がっているというご指摘の点に関しま

しては、令和１年度に関しましては、７月から開業しまして、最初に都民利用で

１か月間貸し切らせていだたきました。自主事業という形で貸し切らせていただ

いて、その後は、ほぼオリンピックに関連する準備作業ということで、組織委員

会さんのほうで、施設を貸し切ったというところで、施設稼働率、団体稼働率は

100%という形になってございます。昨年度につきましては、コロナウイルスの影

響がありましたので、一部そういった作業も停止したりとかあった中で、我々の

自主事業として都民利用の日を作らせていただいて、そのために予約をさせてい

ただいたり、一部コロナ対策を取りながらということで、競技団体の利用が一部

あったりということで、そういった限定的な利用になったということで、稼働率

は下がったというような形になっています。それからあと１点が。 
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澤井委員 自主事業のあれですかね。 

施設職員 ありがとうございます。すみません。自主事業のほうは、同様の理由になるん

ですけれども、やはり、今回昨年度の状況、コロナウイルスの蔓延している中で

の状況でしたので、対策を取ったというところが、もう率直な理由です。ラフテ

ィングにしましても、ボート数を減らしたり、実施回数につきましても、間、前

のお客様が出たあとに、入れ替え清掃として消毒清掃をしたりとか、そういった

形で実施回数自体も少なくなっておりますので、結果として参加者人数が減った

と、そういった形になってございます。以上です。 

澤井委員 じゃあこの事業数っていうのは、何なんですかね、何日っていうことですか。

それとも何事業。ラフティングは何とかっていう事業の数ってことですかね。 

施設職員 そうですね、事業の種類ということで、はい。 

澤井委員 分かりました。ありがとうございました。 

柏原部長 他にご質問等ございますでしょうか。 

守泉委員長 丸山先生大丈夫ですか。 

丸山委員 ちょっと、１点だけ。一般都民向けに、色々情報発信されていると思うんです

けれども、その方法と、その効果みたいなものっていうのは、あるんでしょうか。

そこ１点だけ。 

施設職員 はい。ご質問ありがとうございます。協栄のサトウと申します。都民向けの情

報発信の方法と効果について説明させていただきます。現在情報発信の、自社で

持っているツールは、施設の Web サイトのみです。それを使い、昨年度の都民利

用期間の予約を受け付けました。自主事業の予約充足率は 93%、スポーツ振興事

業の予約充足率は 100%でした。これに対して当日の参加実績は欠席された方が

いたので少し下がってしまうんですけれども、予約の時点ではかなり高い割合

で、情報発信ができていたんじゃないかという風に考えております。 

自主事業の予約に関しては、施設の Web サイトだけではなく、あわせて、アウ

トドアアクティビティを専門に取り扱っている外部の予約サイトを使用して、予

約を受け付けました。具体的に言うと、アソビューとか外遊びというようなサイ

トになるんですけれども、これを使った効果をご報告しますと、この外部の予約

サイトを使った理由というのは、施設の HP にアクセス、これまで到達していな

かった一般の方向けの情報発信という意味で、新規のお客様を取るためにという

ことで、外部の予約サイトを使用したんですけれども、こちらから予約していた

だいた方が全体の予約の大体半分でした。なので新規のお客様、半分しか取れな

かったというのが１点、課題に感じています。残りの半分は、施設の知り合いで

すとか、これまでカヌーをやっている方に、直接お声がけをしたりして、募集し

たというような経緯があったので、今後の我々の課題としては、新規の顧客をい

かに集めていくかっていうのを課題に感じていますので、今後は HP のリニュー

アルをオンラインでの集客を念頭に置いた Web サイトのリニューアルですとか、

あとは SNS の運用開始などを推し進めて一般の都民の方に広く情報発信できる

ような体制を整えていきたいと考えております。以上です。 
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丸山委員 はい。ありがとうございました。 

柏原部長 ありがとうございます。他に委員の皆様からのご質問等ありますでしょうか。 

守泉委員長 ありがとうございます。丸山先生にちょっと追加してなんですけども、ここの

施設のところが、確かに臨海公園の駅のところからちょっと場所が分かりづらい

という話があるんですけれど、それに対して何か対策をされているのかというこ

とと、あと夏場の時に、処理場が近いので、臭気が以前から出ているとかってこ

とだったんですけど、今その辺の対策はどんな感じになっているのかというとこ

ろを、簡単にだけご説明いただければと思いますけれど。 

施設職員 はい。私のほうからお答えしたいと思います。駅からのアクセスがちょっと遠

いよというところで、我々もそのように認識しております。オリンピックの後に

は、公園からの接道ができて、しっかりした看板で公園内にもご案内をしてとい

うことで、良くなっていくということで我々認識をしております。現時点では、

ご指摘のように一度駅の側道側に出て、ぐるっと回ってもらうような動線を通っ

ていただいているんですけれども、公園さんのほうにご協力いただきながら、公

園内にちょっと一部看板を臨時的に付けさせていただいて、こっちを抜けるとカ

ヌー・スラロームセンターですよ、というところで、ご案内をしたりとか、令和

２年度に関しては、限定的な利用になりましたので、お客様個々に、参加される

方には、地図等でこういう風に入ってくるんですということで、ご案内をさせて

いただいた次第でございます。一昨年については、ちなみに限定的な利用ではな

かったので、我々の事業については、当初は、本当に駅までお迎えにあがって、

一緒に歩きながらご案内したりとか、そういった取組もしてまいりましたが、昨

年度については限定的な利用になりましたので、今お話ししたようなご案内をさ

せていただきました。 

臭気の問題につきましては、確か昨年度もご指摘いただいて、我々その後確認

させていただきました。確かに風向きによって、隣が下水道局さんということで、

臭いが入ってくることはあります。我々色々検討したんですけれども、やっぱり

物理的に何かそれを阻止するっていうのは難しいのかなという風に認識をして

おります。ですので、我々の方針としては、お客様には素直にお話をしたいと思

っています。隣が下水道施設で、こういったところで処理をされているんだとい

うところを含めて、そういったご案内、ご理解をいただきながら、利用していた

だく、そういったことが一番なんじゃないかなという風に、認識をしております。

以上です。 

守泉委員長 ありがとうございました。 

柏原部長 はい。他に委員の皆様からご質問・ご意見等ございますでしょうか。よろしい

でしょうか。 

それでは、ご質問以上とさせていただきたいと思います。 

 

  



36 

 

 

二次評価の審議【カヌー・スラロームセンター】 

 

発言者 内容 

柏原部長 それでは、審議につきまして、守泉委員長よろしくお願いいたします。 

守泉委員長 はい。では続きまして、カヌー・スラロームセンターの二次評価案につきまし

て、事務局よりご説明をお願いいたします。 

武田課長 はい。説明させていただきます。二次評価ですけども、４名の先生のうち３名

の先生からですね、Ｂという評価をいただいております。管理状況に関しては、

管理が困難な施設の初年度ではあったが、マニュアルに従って無難に対応された

といったところが評価されています。また、事業効果の面ではですね、制約のあ

る中で、各事業において一定の利用者を確保しているといった点が評価いただい

ています。それからコロナ禍の中、感染防止対策を取りながら、安全な施設利用

が行われているといった点が挙げられています。それからＡと評価された方が１

名ということです。ポイントとしてはですね、積極的な自主事業で施設の認知度

とスタッフ対応の習熟度を高めているほか、葛西臨海公園をはじめとする周辺施

設との連絡会に参加するなど、ステークホルダーとの連携を図ろうとしていると

いった点が挙げられております。説明は以上になります。 

守泉委員長 ありがとうございました。ではカヌー・スラロームセンターの評価につきまし

て、ちょっと時間が押してますので５分取れるかどうか何とも言えないんですけ

れども、調整させていただきます。委員の皆様ご審議のほどよろしくお願いしま

す。 

澤井委員 ここって前回Ａでしたよね。 

武田課長 前回Ｂですね。 

澤井委員 Ｂでしたっけ。 

武田課長 最終的にＢにさせていただいています。 

澤井委員 最終的にＢになったんでしたっけね。まあ理由は同じなんですけど、運用の点

ではかなり良くやっているんじゃないかなと思いますね。非常にこう、競技団体

とか地域の方々にヒアリングしたりとか、しかもそういった方々と協働に向けた

取組をされていて、けっこうかなりしっかりやっているなという印象があって、

僕はＡにして、だからまあ、落とし所としてさっき最初に聞いたように現時点の

評価としては、まあＢにしておくっていうのもしょうがないのかなと思ってます

けれども、一応こういう評価もあって良いんじゃないかなと言いますか、僕とし

ては非常に運用の点で評価できるなと。今さっきの応対を見ていても、かなりそ

の情報発信の点でですね、すごく考えていらっしゃるなという印象ですし、下水

処理場のところで正直に話すっていう話、非常に良い対応と言いますか、良い姿

勢を持ってされているんだなあと思いました。で、まあそれでＡにしてます。 

守泉委員長 ありがとうございます。他に皆さん何かご意見とかございますでしょうか。 
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小海委員 私も澤井先生と同じような意見が強いんですけど、さっきまあちょっと時間無

くて聞けなかった部分があるんですが、たぶんこの施設はすごい特殊なのに、す

ごい頑張ってるなという感じがあって、HP 見ても、他の施設の HP 見ても、と

りあえずオリンピック終わってからかなみたいな雰囲気が見えるんですけど、こ

のカヌー・スラロームだけは、今からすごく頑張っている中身が見えてるんで、

評価としたらＡになってもおかしくないかなっていう、トータルしたら、とは思

っています。 

あと、先程のこの施設は７月の終わりから使われて、12 月の終わりまでで 144

日間、競技団体が使ってるっていう。これってほぼ毎日じゃないって思った時に、

まあどんな使い方でも、あの施設で競技する人が練習で行ってるんだと思うんで

すけど、思ったよりすごく稼働してて、利用者が少ないとお金は入ってこないか

もしれないんですけど、すごく頑張ってるなっていうのは見えたので、いい評価

を付けてもいいかなとは思いました。以上です。 

柏原部長 少し補足させていただきますと、この施設、カヌー・スラロームという競技は

ですね、ナショナルトレーニングセンターが他にないので、こういう人工コース

という、非常に恵まれた環境を持っているのはここしか無いということで、競技

団体の方は非常に熱心にここの施設を利用されるということがございます。他の

施設がそういう意味で競技団体のほうの練習利用があまりないという部分が、も

しここと比べてあったとした場合には、他の施設と条件が違うという部分も一応

お含み置きいただいてですね、ご評価をいただければという風に思います。すみ

ません、１点事務局のほうから補足をさせていただきました。 

守泉委員長 ありがとうございます。他にご意見ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

多数決で言いますと、総合評価はＢという形にはなるんですけども、先程の澤

井先生のご意見、小海先生のご意見がありましたように、ある面では例えばあの、

競技団体からのニーズは結構あるのかもしれないですけども、施設っていう面を

考えた時に、もちろんこの運営団体さんのほうが、当初から、今後一歩間違える

と廃墟のようになってしまうという恐怖感というのを非常にお持ちなんだと思

うんですよね。そういう面とそれから、初期の不良に対しての色んな困難性の部

分、外的要因として臭気の問題があると。さらにオリンピックを開く場合でも、

ここの施設というのが、かなり競技者が密の状態になる領域がけっこうあります

ので、それとの関連で、コロナのリスクというのも非常に気を付けなければいけ

ないということで、外的な面としては非常に苦労される部分があるのかなという

風に思われるんですね。 

守泉委員長 その辺をふまえまして、評価はＢという形にしたとしても、そこの部分の努力

の部分とかを、何らかの形で記載をするということでいかがでしょうかね。澤井

先生何かご意見があればどうぞ。 

澤井委員 そのような感じでよろしいかと思いますね。あのまあ、しっかり評価はしてあ

げたいなという風には思います。 

守泉委員長 小海先生も何かございますか。 
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小海委員 大丈夫です。はい、そのままでいいと思います。 

守泉委員長 ありがとうございます。では結論としましては、Ｂという形ですけれども、な

るべくその施設関連の努力の部分に関して、文言の中で評価をするという形でさ

せていただきたいと思います。では事務局のほう、よろしくお願いいたします。 

柏原部長 はい。ありがとうございました。 
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指定管理者によるプレゼン、質疑【大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場】 

指定管理者：アメニス海上南部地区グループ 

 

発言者 内容 

事務局 続きまして、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場の指定管理者によるプレゼ

ンテーション・質疑及び財務を除く二次評価の審議を行いたいと思います。では、

ホッケー競技場の指定管理者の皆さんの入室をお願いいたします。 

では、指定管理者によるプレゼンテーションを始めます。プレゼンテーション

の時間は 10 分間、時間厳守でお願いいたします。プレゼンテーションの後に質

疑の時間を５分程取っておりますのでよろしくお願いいたします。プレゼンにつ

きましては残り３分のところでベルを一度鳴らします。また、10 分経ちましたら

ベルを二度鳴らしますので、その時点で終了とさせていただきます。それでは資

料の表示及びプレゼンテーションのほう、よろしくお願いいたします。 

施設職員 それでは、始めたいと思います。大井ホッケー競技場における令和２年度の管

理運営状況についてご説明いたします。私、アメニス海上南部グループ代表企業

日比谷アメニスのヤマナカと申します。よろしくお願いいたします。 

最初に施設の管理状況についてご説明いたします。設備の定期点検や日常点

検、通常の清掃業務に関しては、維持管理業務等仕様書に従い、確実に実行して

おります。令和２年度は非常用発電機の点検時に、本来流入しないはずの水が発

電機内に入っており、稼働できない状態となっていることが判明いたしました。 

速やかに都へ報告を行い、建築設計、発電機メーカー、施工業者など、関係者

全員で状況を確認し、原因の可能性について検討を行いました。根本的な復旧対

応、稼働できる状態にしてからは、日々の雨水流入状況を記録することにより、

構造的な問題であることが分かり、根本的な原因究明に貢献しております。それ

以外にも当施設は雨に弱い施設でして、令和元年度の台風の時は床上浸水が発生

しておりました 

令和２年度は都による耐水工事が行われたほか、豪雨が予測された際には土の

うを設置したり、排水口に落ち葉が詰まらないように事前に対応したりと、排水

が集中する箇所にポイントを絞って予防を行うことで大事に至らないよう改善

されました。残る懸念箇所については、大会後に改修工事が行われる場所である

ため、その際に排水にご配慮いただけるよう都へ要望を出しております。 

一方で、2020 大会工事において排水口の１つがマットでふさがっていたため

にピッチ上の排水が雨量に追いつかなかったということがございましたが、組織

委員会に申し出を行い、工事関係者に周知いただくことで、以後そのようなこと

はなくなっております。 

  



40 

 

 

施設職員 そのほかにも、日頃、組織委員会の皆様とコミュニケーションを図っていたこ

とから、大会の準備で来日されていた人工芝メーカーのご担当者様より直接人工

芝のメンテナンス、スポーツトラクターの操作について指導を賜る機会を得まし

た。それまでの不明点などは取扱説明書を参照して解決を図ってはいたのですけ

れども、実際に使い慣れている方からちょっとしたコツや便利な機能など、より

検討された指導を受けることにより、以降の作業効率が上がったように感じてお

ります。またその後、大会準備に際し、組織委員会さんへスポーツトラクターを

貸し出すことになったのですが、その際には私どものスタッフが操作指導を行っ

ております。警備状況につきましては、駐車場の巡回、点検、施錠管理はもちろ

ん、工事関係者の出入りが多いですので、鍵の管理は特に慎重に行いました。具

体的には事前に申し出があること、責任者の氏名が確認できていること、鍵の受

け取りには身元の確認ができることを満たした場合のみ、かつ必要な箇所のみの

鍵を貸し出しております。この条件を満たさない場合には職員が直接解錠・施錠

の対応をしております。また、夕方の段階で鍵の返却状況を確認し、戻っていな

い場合には関係者へ連絡を行い、工事、作業の進捗確認と返却忘れ防止を図って

おります。 

続いて、人員配置と人材育成についてですが、令和２年度の研修はオンライン

を活用してシフト上、協力、参加が難しいスタッフが後日同じ質で受講ができる

ようにいたしました。スタッフからは雨天の時など勤務時間に受講ができると大

変好評でした。また、これまでの接客・接遇や個人情報に関わる研修に加えて、

令和２年度は通路における危険や台車利用時の注意、設備点検や植栽管理を行う

上での安全管理についても盛り込んだ内容としております。 

次に安全性の確保ですが、建物内のキャットウォークが危険な箇所でして、一

般の利用者の目につく通路ではないのですけれども、工事作業中に関係のない方

が間違って立ち入らないよう、扉に注意警告の掲示を行っております。また、防

災への対処として年に２回、スタッフで火災訓練を行い、通報手順や非常用シス

テム、消火ポンプの設備の配置や使い方などを確認し、有事の際に動けるように

備えております。その他、利用者の安全対策として、災害発生を知らせるフラッ

シュライトの設置に関する説明をトイレ内の目につく場所へ掲示いたしました。 

続きまして、施設の提供及び事業効果、自主事業の取組についてご説明いたし

ます。令和２年度は 2020 大会が延期となり、工事が中断している期間に少しで

もご利用いただける機会を設けました。仮設物などの安全対策を行ったうえでの

利用ということで、サブピッチのみ 8 月 22 日から利用開始となり、翌年の工事

が再開する直前、2 月 14 日まで開放しておりました。大会及び大会準備に支障が

ない範囲の利用とするため、ホッケー競技限定、かつホッケー協会に所属する団

体のみの利用としております。利用にあたってはコロナ禍でのガイドラインに沿

った新しいルールを設定し、施設側として対処すべきこと、利用者に守っていた

だくことを整理し、日本ホッケー協会様、東京都ホッケー協会様と交流の機会を

設けております。ホッケー限定の利用ではありましたが、高等学校ホッケー 
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施設職員 大会、いわゆるインターハイ、関東学生リーグ、インカレ、社会人大会、ホッケ

ージャパンリーグなど、主だった大会にご利用いただいたほか、都、区等の小規

模な交流大会にご利用いただいております。ほとんどの大会が無観客のなか行わ

れたのですけれども、ジャパンリーグの決勝戦に関しては、チームごとの上限人

数を設定して、観客を入れての大会となりました。開催にあたっては大会運営以

外に事前にコロナ対策について打合せを行い、入場者の特定・入場前の検温・手

指消毒・マスクでの応援のほか、選手・観客・メディアなどで動線を分けたり、

試合後、間隔を空け、大きく取って入れ替え時間を設けたり、といった対策を行

っております。 

また、品川区教育委員会から、コロナ禍で遠足や修学旅行などほとんどイベン

トを行うことができなかった小学６年生を対象にした「思いで作り事業」の１つ

にホッケー体験を加えたいというお話をいただきまして、東京都ホッケー協会さ

んへお話をつなぎ、講師をお願いする形で実現することができました。結果、計

８校、513 名の生徒さんに体験いただくことができ、品川区教育委員会さんから

も「多大な協力を賜り、ありがとうございます。おかげさまで子供たちがとても

楽しそうな顔をしておりました。」と感謝の言葉をいただいております。 

自主事業としてはホッケー競技の普及とオリンピック機運の醸成を図るため、

ホッケー教室を開催しております。ホッケー初心者を対象とした回と、ホッケー

経験者も楽しめるようにスキルアップ練習やミニゲームを行う回を用意し、今後

ホッケーをしていきたい子供と、選手への憧れ、未来のオリンピック選手の育成

といった、まさに夢みる機会を提供してまいりました。いずれの機会においても、

また利用においても公園内が工事で通行不可となっている箇所が多かったため、

サブピッチまでの案内図を随所に設置して、迷うことなく現地に到着できるよう

にいたしました。工事エリア内であるメインピッチの案内所ご利用の際には事前

に工事関係者・組織委員会と動線について確認を行い、カラーコーンやドアを用

いて安全な通路を確保した上でご利用いただきました。また、警察との連携やサ

イバーセキュリティ対策に関し、組織委員会と共有を図り、大会開催に向けた連

携を深めております。駆け足ではございましたが、ご説明は以上となります。あ

りがとうございました。 

事務局 ありがとうございました。 

柏原部長 はい。ありがとうございました。ただ今のプレゼンテーション及び施設運営等

について、委員の皆様より、ご質問等よろしくお願いいたします。何かございま

すでしょうか。 

澤井委員 それでは、いいですか。よろしいでしょうか。 

柏原部長 澤井先生お願いします。 

澤井委員 大変精力的に事業をされているようで、お疲れさまでした。また非常に厳しい

状況下ではありますけれども、自主事業のところの先程もお話ちょっとありまし

たけれども、ホッケー教室参加者が、前年より減っているのは、これコロナ対策

で減らしたってことですよね。 
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施設職員 そうですね、あとは、前年は、品川区と大田区との共催ということで、規模も

非常に大きかったんですけれど、今回は募集人数も少なめでしたし、１回はコロ

ナの感染者数増ということで中止になりましたし、１回は途中で募集を打ち切る

っていう形を取らざるを得なかったというのはあります。 

澤井委員 緊急事態宣言とかそういうことですね。 

施設職員 そうですね、はい。 

澤井委員 じゃあ回数も減らさざるを得なかったということですね。今回はね。 

施設職員 そうですね、はい。 

澤井委員 はい、分かりました。 

柏原部長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

丸山委員 いいですか。 

柏原部長 はい、お願いします。 

丸山委員 施設の提供についての中で、ちょっと興味があったのは、コロナで修学旅行な

ど、たぶん６年生だと思うんですけど、中止になった小学生を対象に、思いでづ

くり事業ってこれあの、ホッケー教室を行ったということなんでしょうか。何日

くらい行ったんでしょうか。品川区の全小学校の６年生を対象にされたんでしょ

うかね。 

施設職員 品川区の教育委員会様が企画されまして、ホッケー体験以外にも、例えば屋形

船に乗ってオリンピック施設を回るとか、そういういくつかのコースが設定され

ていて、その中からクラスごとに選んで参加いただくような形だったんですね。 

丸山委員 なるほど。 

施設職員 はい。そういった中で、８つの小学校が参加いただいているという形になりま

す。 

丸山委員 なるほど。そこは、ホッケー教室をされたということなんですね、８校。そう

ですか。 

施設職員 写真の真ん中のところですね。他のところは、ユニホームとか着てるんですけ

ど、ここだけ、学校の遠足の流れで、はい。 

丸山委員 そうですね。喜んだと思います。ありがとうございました。 

施設職員 ありがとうございます。 

柏原部長 他に委員の皆様からご質問等ありますでしょうか。 

守泉委員長 小海先生もご質問入れているんですけども、付帯施設に対してのアンケートの

評価が低いというのは、アンケート自体が、件数が少ないので、要因にはなるん

ですけども、そのあたりはどのようなものが原因だとお考えなんでしょうか。 

施設職員 件数が少ないというのもそうなんですが、開催者の中には、ホッケー協会の大

会運営するスタッフさんが含まれていて、大会に来た利用者の方と、大会を運営

する側のスタッフというのが含まれていまして、こちらも実際にホッケー協会さ

んの運営側の方のご意見として、例えば大型ビジョンが欲しいとか、電光掲示板

が欲しいとか、専用倉庫が欲しいといった要求レベルが高かったというのが原因

と考えております。あとまだ、工事の途中でしたので、Wi-Fi 設備とかもまだ、 
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施設職員 できていませんでしたので、Wi-Fi の利用ができないというのも、不満というか

要望として回答されております。 

守泉委員長 ありがとうございます。 

柏原部長 よろしいでしょうか。小海先生、よろしいですか。 

小海委員 すみません、はい、１点。どこかに書いてあると思うんですけど、利用者ニー

ズの把握みたいな形で、ホッケー関係以外の品川区とか学校関係者等と意見交換

をして、ホッケー場利用の可能性について意見交換を実施したみたいなことがあ

ると思うんですが、その結果どんな感じで利用の可能性が広がったのかお聞きし

たいしたいと思います。 

施設職員 令和２年度においては利用再開の時に、ホッケー限定ということで、そのこと

について打合せをしたということで、ホッケー以外の利用については、別の機会

でヒアリングということで東京都で行っている懇談会の中の一環でヒアリング

に参加させていただいたりという形で。 

小海委員 では、現時点ではまだホッケーだけということですね。 

施設職員 オリンピックが終わるまでは、環境を維持するという目的がありましたので、

ホッケーのみの利用になっております。 

小海委員 分かりました。ありがとうございました。 

柏原部長 ありがとうございます。よろしゅうございますでしょうか。 

澤井委員 ちょっと今のに被せて申し訳ないんですけども、現時点ではホッケーのみの利

用ですけども、オリンピック終わってからは、アメフトやサッカーやラクロスと

かっていう利用のための、連絡というか、話し合いみたいなのは持たれているん

でしょうか、各競技団体で。 

施設職員 そうですね。人工芝の性質で、アメフトにはあまり適さないんじゃないかとい

うことが言われていまして、あと、ラインとかも今ホッケーのものしか無いので、

どういう形でのラインが良いのかというのは、ご意見は伺っています。それに向

けて、私どもでも、ラインの種類ですとか、後で結局、ホッケーの大会とかあっ

た時に消したりしなければいけないので、そういったラインの検証というものは

相談しております。 

澤井委員 はい、分かりました。 

柏原部長 ありがとうございます。よろしゅうございますでしょうか、委員の皆様。それ

では、以上ということにいたしまして、審議に移りたいと思います。 

大井ふ頭ホッケー競技場の皆さん、ありがとうございました。ご退出をお願い

します。お疲れさまでした。 
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二次評価の審議【大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場】 

 

発言者 内容 

柏原部長 それでは、審議をお願いしたいと思います。 

委員長よろしくお願いします。 

守泉委員長 続きまして、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場の二次評価案につきまして、

事務局よりご説明をお願いいたします。 

武田課長 説明させていただきます。二次評価ですけども、先生方４名全員が、Ｂと評価

いただいております。管理状況の面では、専任担当が少ない中施設を理解してい

るスタッフを中心に常駐できるようシフトを組んでいる点。それから、利用者が

安全で快適に利用できるよう、法令や協定、事業計画に沿って、ほぼ評価水準通

りに適正な管理を行っている点。それから、施設利用状況を HP で公開している

といった点が評価をされています。 

また、今後取組むべき点といたしましては、ステークホルダー特にホッケー以

外の競技団体との連携、事業・イベントの開発・誘致にも取組むべきという点が

挙げられています。以上になります。 

守泉委員長 ありがとうございました。それでは、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場の

評価につきまして、数分程度で調整させていただきます。委員の皆様、ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。まず評価に対しては、総合評価皆さん一致して

いるということなので、それ以外のご意見として、いくつかお聞かせいただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。いかがですか。 

施設としては、現在なかなか利用ができないような、部分というのはあるんで

すけども、そういう状況の中で、将来をふまえた時に、澤井先生等もお話がある

ように、ホッケー以外の部分として、どうできるのかとか、それから、各種団体

との協議、特にホッケーが強いというところというのは関西が多いところがあり

ますので、関西との調整をどうするのか、今頑張らなければいけない部分って結

構あるのかなと思うんですよね。それ以外とともに、ホッケー以外として、何が

できるんだろう、意外とこんなものはどうだということは、あるかと思うんです

けども、その辺は何かご意見とかございますでしょうか。 

澤井委員 まさに今、守泉先生におっしゃっていただいた通りだと思うんですけども、全

体的にそうですけどね、オリンピックがあるので、色々制限があってそれまでで

きないというのは仕方がないとして、その後をふまえた活動がどこまでできてい

るかという点がやっぱり、皆さんの状況を拝見していてすごく気になったところ

ではあります。 
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澤井委員 さっき、アメフトはできないっていうようなことをおっしゃっていたけども、

それは僕は想定内だったんですけども、大学とか社会人のトップリーグは無理で

すけども、ある程度のレベルまでであれば、全くできない、やらないということ

ではないのかなと思ったりもしますし、何とかオリパラ後の利用の拡大のために

もうちょっと色々とこう、ラインの引き方とかっていうだけではなくて、どうい

うニーズがあるのか、可能性があるのかっていうのは考えてほしいなという風に

は思いました。 

守泉委員長 ありがとうございます。他にご意見ございますでしょうか。 

ご異議がないようですので、評価のほうを、Ｂ評価という風にさせていただき

たいと思います。 

進行を事務局にお戻しさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

柏原部長 ありがとうございます。 
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指定管理者によるプレゼン、質疑【東京アクアティクスセンター】 

指定管理者：事業団・オーエンス・セントラルスポーツ・都水協グループ 

 

発言者 内容 

事務局 それでは最後、東京アクアティクスセンターの指定管理者によりますプレゼン

テーション、質疑及び財務状況を除く二次評価の審議を行いたいと思います。 

アクアティクスセンターの皆さんお待たせいたしました。では、ご入室をお願

いいたします。 

それでは、アクアティクスセンター指定管理者によるプレゼンテーションにな

ります。プレゼンテーションの時間は 10 分間、時間厳守でお願いします。プレゼ

ンテーションの後に質疑の時間を５分程とっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

プレゼンにつきましては残り３分のところでベルを１度鳴らします。 

また、10 分経ちましたらベルを２度鳴らしますので、その時点で終了とさせて

いただきます。それでは資料の表示及びプレゼンテーションのほうをよろしくお

願いいたします。 

施設職員 恐れ入ります。指定管理者維持管理担当のオーエンスのスギヤマでございます。

申し訳ございません。ただ今アクアティクスセンター現地の機器のトラブルでち

ょっと事業団さんの対応が遅れております。申し訳ありません。もう少々お待ち

くださいませ。 

館長 すみません。ちょっと不具合がございまして。それでは私、東京アクアティク

スセンターの館長のカクタと申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 お願いします。 

館長 それでは資料に沿ってご説明申し上げます。まず、施設設備の保守点検でござ

いますが、当施設は令和２年３月に施設の引き渡しを受けて間もない施設になっ

ております。そのため各施設設備等の点検にあたっては、不具合箇所の早期発見

に努めるとともに、東京都への報告・連絡体制を整え、適切に対応してまいりま

した。 

続いてプール施設の管理についてでございます。プールの水質については、中

央監視システムにより、随時、水温、遊離残留塩素濃度、薬品残量を管理してお

ります。そのうち、水温と遊離残留塩素濃度については実測も加えダブルチェッ

クを行い、より正確で適切な水質保持に努めております。また、ろ過装置等の水

質管理機器の正常運転を維持するとともに 24 時間運転による水質浄化や先程申

し上げました水質チェックによる水質保持の徹底により、プール底が明瞭に見え

るほどの透明度を保ち、衛生的なプール環境の維持に努めております。 

続きまして、施設の警備についてご説明申し上げます。 

東京 2020 大会の開催に向けて、オーバーレイ工事が実施されております。今

現在も安全確保のため、施設外周に全て仮囲いが設置されておりまして、管理 
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館長 者以外は事前連絡なしに敷地内に入ることができない状況となっております。 

そのため、工事関係者やスタッフ等で入退館する場合には、常時配置している

警備員が入退場ゲートで氏名、車両番号等チェックし、適切な入退館管理を行い

ました。あわせて新型コロナウイルス感染症対策としての消毒、それから検温な

どの確認も適切に行いました。 

警備業務にあたっては、毎日４名以上の体制を確保いたしまして、定位置警備、

巡回警備及び監視カメラによる警備を組み合わせて、不審者等のチェックや事故

の未然防止に努めるなど、施設の防犯、防災にも万全を期しております。次に施

設の提供についてご説明申し上げます。東京 2020 大会組織委員会のオーバーレ

イ工事や視察等が円滑に実施されるよう、作業スケジュールの日程調整や工事内

容の確認及び入退館情報等共有するため、東京都組織委員会、それから工事業者、

指定管理者による連絡会議を定期的に開催し、円滑かつ適切な管理運営に努めま

した。また、東京 2020 大会の延期を受けてオーバーレイ工事で館内及び敷地内

に設置されたコンテナ、客席のメディアブース、通路等のケーブルなど、多数の

残置物を適切に保存するとともに、利用可能エリアの区画整理など行うなど、東

京 2020 大会の前利用が安全に実施できるよう、施設環境を整えております。 

東京 2020 大会の前利用といたしましては、令和 2 年 12 月に日本選手権水泳競

技大会、令和 3 年 2 月にはジャパンオープンの大会を開催いたしました。開催に

あたりましては、主催者側と綿密な連絡体制を取り、円滑に大会運営を行えるよ

う全面的に協力いたしました。 

次に安全性の確保のうち、防災への配慮・緊急時対策についてご説明申し上げ

ます。利用者の皆様に安全かつ安心して施設をご利用いただくために防災への配

慮として、消防設備点検及び自衛消防訓練をそれぞれ２回実施いたしました。消

防設備点検では東京 2020 大会の仮設部分についても併せて実施し、館全体とし

ての防災の徹底を図りました。また、自衛消防訓練では、所轄消防署の立ち会い

のもと、消火栓の使用方法や感染症対策をふまえた心肺蘇生方法について学び、

災害時の対応について準備を整えました。また、館内６箇所に AED を設置し、

緊急時には館内スタッフが速やかに機械操作をできるようにしております。さら

に、大規模災害の発生時において帰宅困難者対策の一貫として、令和３年３月に

東京都と一時滞在施設の協定を締結し、館内に特設公衆電話を設置するととも

に、東京都防災対策本部との連絡用として無線機を設置いたしました。また、運

営計画を策定し、実際の災害時に備えて一時対策施設として適切に運営できるよ

う準備を整えました。 

続きまして利用状況のうち、個人利用状況及び団体利用状況についてご説明申

し上げます。個人利用については、令和２年に竣工した当館を PR するとともに

都民への利用の機会を提供するため、東京都と実施内容、日程、感染症対策等を

十分に調整し、都民による初のプール利用となる施設体験会を開催いたしまし

た。この施設体験会は近隣の類似施設となる東京辰巳国際水泳場が大会等で個人

利用ができない日に実施いたしまして、プール利用と施設見学を体験できるよう 
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館長 工夫し、多くの都民の方々に参加いただきました。 

また、団体利用については日本選手権水泳大会等２つの大会を実施したほか、

オリンピック代表候補選手等の練習についても、可能な限りの機会を提供し、そ

れぞれの利用に関しては主催者と連携して感染症対策の徹底を図り実施いたし

ました。 

次に事業の取組についてご説明申し上げます。はじめに自主事業の実施状況で

すが、2020 年の大会の延期を受けまして、大会前利用として東京都と実施内容の

日程、感染症対策等を十分に調整し、事業を計画いたしました。 

当施設は東京 2020 大会水泳会場として新たに整備された施設ですが、これを

広く PR するために施設見学会を計８回円滑に実施いたしました。 

その他として、新型コロナウイルスへの対応についてご説明申し上げます。新

型コロナウイルス感染症対策に関しては、「都立スポーツ施設等の再開館に向け

た感染症拡大防止ガイドライン」をふまえ、当館を利用する際の感染症拡大防止

チェックリスト等を作成いたしました。事前に利用者に対して周知し、感染症拡

大防止対策を徹底するよう取組を行いました。特に大会等の団体利用の際には、

主催者が行う感染拡大防止に向けた具体的な対応を事前に確認するなど、感染拡

大防止の徹底に努めました。 

また、オーバーレイ工事等での入館、当館主催の施設体験会や施設見学会にお

いても、利用者に対し遵守事項を周知し、入館時の検温や体調管理の確認を行う

など感染拡大防止の徹底に適切に取組みました。 

最後に、我々東京アクアティクスセンターの指定管理者の各団体では共通して

仕事と生活の調和、すなわちワークライフバランスを尊重し、スタッフ一人ひと

りがやりがいや充実感を持ちながら仕事上の責任を果たすとともに、子育て期、

中高年期といった各ステージに応じて多様な生活が実現できる職場環境を実現

すべく全力で取組んでおります。以上です。ありがとうございました。 

事務局 はい。ありがとうございます。 

それでは委員の皆様よりご質問等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

柏原部長 ありがとうございます。それでは、委員の皆様より、ご質問等ございましたら

よろしくお願いいたします。小海先生どうぞ。 

小海委員 ２点あるんですけど、事業効果の個人利用に関して、施設体験会という形で、

８日間、1,701 人実施されたということなんですが、利用者アンケートがその時

に取られた形ということでよろしいですかね。アンケートの報告の中で、回答数

1,053 件のうち自由記述の件数を集計と書いてあるんですが、いくつかこの２つ

に関して報告あるんですけれど、その他っていうのがいくつか、中身が見えない

ところがあるので、できればその他に関して少し教えていただけると良いかなと

思いました。 
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小海委員 もう１点は、今後の取組むべき点みたいな形で、これはこちらからの要望なん

ですかね、すみません、よく分かってないんですけど、水泳以外も含めた事業展

開みたいな項目があったりするんですが、その辺はどうお考えなのかなというこ

とをお聞かせいただければと思います。以上２点です。 

施設職員 アクアティクスセンター副館長のマスナガと申します。２点回答をさせていた

だきます。 

まず１点目ですが、個人利用のアンケートについて、その他でどんなものがあ

ったのかというご質問だと思います。例えば、シャワー室の荷物置きがちょっと

高いと、使いづらいですとか、例えばメインプールの時計がちょっと見づらいで

すといったようなマイナスなご意見いただいておりますが、逆に我々施設側とし

ましては、こういった少数意見ではありますけれども、こういったご指摘は、今

後の施設運営に一番参考になると考えておりまして、今後、きちんと対応してい

きたいという風に考えております。これが１点目でございます。 

それから２点目の、水泳以外の何かプログラムを考えているかということにつ

いてですが、私どもの施設の中には、現在は使われておりませんけれども、スタ

ジオやトレーニングルームといった施設が予定されております。ですので、今後

開館し、オープンしてからになりますが、例えば子供さん向けの体操教室である

とか、女性または高齢者等の方の健康のための教室など、そういった事で活用を

考えているところでございます。以上です。 

小海委員 ありがとうございました。 

柏原部長 よろしいでしょうか。他に、委員の皆様からのご意見、ご質問ございますでし

ょうか。 

丸山委員 今のご質問に付け加えさせていただきたいんですが、水泳以外の生涯スポーツ

プログラムというのは何か考えていらっしゃいますか。 

施設職員 はい。アクアのマスナガでございます。そうですね、まだこれからですので、

色々なプランは考えているところではあるのですが、例えば、その時々のピンポ

イントだけではなくて、長く使っていただけるようなプログラムも含めていきた

いと考えております。 

丸山委員 そうですか、これから考えていくということなんですね。 

施設職員 実は案は少しありまして、例えば、歩行のトレーニング教室であるとか、ダン

ス教室とかですね、今非常に人気のヨガやアクアビクスなども取り入れていきた

いという風に考えております。以上です。 

丸山委員 分かりました、ありがとうございました。 

柏原部長 ありがとうございます。他に委員の先生方からのご質問等ございますでしょう

か。よろしいでしょうか。それではですね、質問等以上とさせていただきまして、

審議に入りたいと思います。 

東京アクアティクスセンターの皆様、どうもありがとうございました。ご退出

よろしくお願いします。お疲れさまでした。 
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二次評価の審議【東京アクアティクスセンター】 

 

発言者 内容 

柏原部長 それでは、審議につきまして委員長よろしくお願いします。 

守泉委員長 東京アクアティクスセンターの二次評価案につきまして、まず事務局よりご説

明をお願いいたします。 

武田課長 説明させていただきます。二次評価の結果ですけども、４名全員の先生方がＢ

と評価されております。管理状況につきましては、完成披露式典、施設体験会、

競技を経て、利用中止に至るなど、外的要因による非定型的対応が必要であった

が無難に対応されたといった点が評価をされています。 

また、事業効果については、２大会の受入れ、施設見学会の実施、大会放映準

備等、2020 大会へ向けてのできる限りの準備が進められているといった点が評

価として挙がっております。 

それから、今後の改善点というところでは、今回のパンデミックだけでなく、

地震等も想定した PCP の策定が必要だといった点や、キャッシュレス対応、DX

等に対応した情報セキュリティ対策が必要だという点が挙げられております。 

また、観戦型のスポーツ施設として快適な観戦環境の提供に取組むべきといっ

た点もご指摘いただいている点でございます。説明は以上でございます。 

守泉委員長 ありがとうございました。それでは、東京アクアティクスセンターの評価につ

きまして、調整させていただきますが、先程からお話がありましたように、総合

評価に関しては、Ｂということで統一的な形ですので結果としてはよろしいのか

と思いますが、それ以外のご意見、こういうことを付け加えていただきたいとか

何かございましたら、よろしくお願いいたします。 

小海委員 アクアティクスセンターだけじゃなくて、個人利用という話で質問をさっきさ

せていただいたんですけど、確認ですが、いただいた全体の資料見ますと、個人

利用の数っていうのは出てないと思うんですけど、基本的にこれ個人利用はない

っていう形なんですか。みんな体験会みたいな形なので、今回の個人利用ってい

うものはなくて、団体で、競技団体とかが使ったみたいな、その辺で見るという

ことでよろしいですかね。 

武田課長 そうですね、個人の方が来ていただいてフリーに泳ぐという形ではなくて、指

定管理者のプログラムの一環として、自主事業という形なんですけれども、この

枠組みで持って参加者を募って、使っていただくということでやっております。

位置づけとしては個人利用ということではなくて、指定管理者の主催する事業と

いうことで整理させていただいております。 

小海委員 分かりました。ありがとうございました。 
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守泉委員 ありがとうございます。丸山先生のご意見のところで、先程もあったように生

涯スポーツプログラムというのは、ご質問でもありましたけれども、中国の状況

で、高齢者に太極拳をやることによって、コロナの重症化が防げているんだとい

うようなお話とかが出てきているんですけど、そういう生涯スポーツといった時

に、何か高齢者に対してそういうものも含めて、何か知見がございましたらよろ

しくお願いします。 

丸山委員 高齢者についてなんですが、私は 20 年間、高齢者対象に介護予防の集いとい

うのをやってきました。女性はとにかく楽しければオッケーなんですけど、男性

の高齢者、昔の肩書が結構偉い人がいるんですけれども、やっぱり、こういう風

にすると、体のためにこういう風に良くなるよとか、健康になるよっていう理屈

をお話しすると、一生懸命高齢者やるんです。そういう点を考えたらいいのかな

っていう風に思います。 

守泉委員長 ありがとうございます。他に何かございますでしょうか。 

よろしいですか。他にご意見がないようですので、東京アクアティクスセンタ

ーの財務状況を除く二次評価に関しては、当初の総合評価Ｂとさせていただきた

いと思います。 
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全体整理 

 

発言者 内容 

守泉委員長 ここまでのところで、今日予定されていました、すべての施設について財務状

況を除く二次評価の審議に関しては、終了しているんですが、全体的なところで、

小海先生のほうが、全体の部分ということで、一部書かれている点とかございま

すので、何か全体面としてお話があればと思うんですけれど、よろしくお願いし

ます。 

小海委員 すべての施設の大会後の見通しみたいなのが、それがちょっと見えなかったの

で、ただ何となく見えてきたので、オリンピック終わってしばらくまた改修等が

あって、４年度ですか、来年度にはちゃんと使える、そんな感じなのかなという

のが大体見えました。 

あとは、利用状況の報告が、ちょっと読み取りにくかったので、さっき個人利

用も分からなかったんですけど、団体稼働率っていう資料が、100%というのが、

何が 100%なのかというのも分からなかったので、その辺がちょっと見えにくい

なと思いました。 

もう１個挙げてあったのが、利用者アンケートの項目の統一と集計みたいなの

が、これ澤井先生が言われていたのと同じことです。色んなところで違う物が出

ていたと思うのでということでした。 

あと全然違うんですけど、実際オリンピックが開催の方向に動いているので、

施設の管理の方達が、ワクチン接種とか大丈夫なんですかというのがすごく個人

的には気になっている点です。以上です。 

守泉委員長 ありがとうございました。澤井先生何かございますか。 

澤井委員 今の小海先生に概ね同意でして、僕のほうからも、一つ目は利用者アンケート

をされているんですが、先程のどこでしたっけ、アクアティクスじゃなくてホッ

ケー場か、評価厳しいなと思ったら要は競技関係者の運営されている方だったと

いう話がありましたけど、対象者とかですね、それからもちろん調査方法ですね、

調査項目、これ少なくともまず明記してもらいたいですね。評価シートとかにね、

誰に聞いたのかとかどうやってやったのかと。それはできるだけ事前に全施設共

通で統一してもらったほうが本当は良いはずなので、これも前回もお話ししまし

たけれども、ちょっとそういう方向でしっかりやってほしいなというのが１点。 

HP・SNS などの情報発信について、やっぱりこれはできれば項目があって明

記してもらいたいなという風に、どのように考えているのか、やっているのかと

いうところですね。実際に聞いてみるとカヌスラの方々はかなりしっかりやろう

としている、やっている印象ですし、他は何かまだ、オリパラ前なので今はエク

スキューズになっていますけども、実際にはですね、せっかくオリパラ、宣伝の

機会なので、今から準備しておいて、オリパラの時にばーっと広めて、その後の

利用に繋げる、認知度に繋げるっていう戦略を本当は取るはずなんですが、 
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澤井委員 やられているのかどうか、ということですね。そこら辺もしっかりできれば何か

項目があったほうがいいんじゃないかと思うんですけど。情報発信については。 

Wi-Fi の整備は東京都、指定管理者はそこには関知しないと、それは区別もし

っかりしていただきたいなということと。 

先程小海先生もおっしゃっていましたけども、何回も僕も質問しましたが、オ

リパラ後の利用について現段階でできることもいっぱいあるはずなので、そうい

う部分本当はですね、次はもうオリパラ後になるので、またちょっと変わってく

ると思いますけれども、準備ができているかどうか、これはカヌスラのところは

かなりやっているような印象はありましたが、ステークホルダーと競技団体との

協議とかですね、今の段階でやるべきことをやっておかないといけないことはあ

るので、そこをしっかりやっていただきたいなと。 

最後に、やっぱりちょっと全体的にずっと見ていると、このＳ・Ａ・Ｂ・Ｃと

いう評価は、あんまり指定管理者の運営を適切に動機付けているのかなという

か、今ひとつ分かりづらいような気がします。どこをどう評価されているのかっ

ていうのが。基本皆さん管理業務が中心のところは多い、もちろん大事なことな

ので、施設運営についてはもちろん当然なんですけども、オリンピック・パラリ

ンピックの施設なのでどうしてもプラスアルファを求められていくと思います

ので、そこの部分をしっかり適切に動機付けるような、インセンティブになるよ

うな評価項目とかですね、もうちょっと考えたほうがいいんじゃないかなという

ような、２回目ですけどお願いさせていただいた、強く感想を持っております。

是非検討していただければと思います。以上です。 

守泉委員長 ありがとうございます。丸山先生いかがでしょうか。 

丸山委員 結構です。私も同じようなことを考えていました。やっぱり今はとにかくオリ

パラを成功させるために、ということですので、その後どうするか、都民がどう

使えるかということが、関心事ですので、今までのお話で結構でございます。 

守泉委員長 ありがとうございます。私のほうから、最後に私の専門のシステム面で、いく

つかお話があるんですけど、東京都さんを通しての要望になると思うんですけ

ど、まず、HP の部分に関しては、HP が安全かどうかというのは独立行政法人の

IPA のほうでガイドラインを出しております。まずガイドラインに沿って作って

いますかというところが、先程のサイバーセキュリティ以前の問題として、前提

条件になります。 

それから Twitter の問題に関しては、Twitter で発信するというのは非常に重

要で効果はあるんですけども、それに対して、誰がどういうチェックを受けて発

信をしているのかというのを、内部統制上できていないと、トラブルになるケー

スがあるんですね。ですからその辺の仕組みがどうできているのかということ。 

それから月次とか日次くらいのアクションの効果というのが、数字で出ますの

で、それの情報をどう捉えてどういう風に分析されているのかということ。 

のかという点があります。 
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守泉委員長 それから SNS につきましては、それに対しての色んな関連する苦情というの

は逆に出るケースがありますので、その辺を捉えてどのように評価をされている 

それから、いくつかのところで会計システムとして、その施設ごとにやってい

るということが書かれていましたが、財務諸表を見る時に、会社全体の費用の部

分と、指定管理の部分としての費用の部分とかが何らかの形でセグメントに分か

れていると、実は非常に分かりやすいということになります。セグメントに分か

れていないとしても、例えば、指定管理で受けたものを再委託した場合に、いく

ら位の金額をどういう風にやっているのかなという時に、単なる委託料だけでは

なくて、指定管理業務委託料という形で分けている業者さんもいらっしゃいま

す。その辺のところ、ご指導いただけるとより細かい形で財務分析ができますの

で、その辺も含めた形でお願いができればという風に思います。 

それ以外に何か皆さんございますでしょうか。よろしいですね。何か必要なこ

とがあれば、再度評価案についての確認整理を行いたいと思いますので、その後

でも結構ですので、またよろしくお願いいたします。ここまででご質問等はない

ようですので、この通りで審議は終了とさせていただきたいと思います。 

進行を事務局にお戻しさせていただきます。 

柏原部長 守泉委員長どうもありがとうございました。以上で本日予定しておりました審

議は終了でございます。委員の皆様方にはご多用のところ、また大変今回ですね、

時間が超過いたしまして申し訳ございませんでした。本当にご出席ありがとうご

ざいました。 

このあと、今後の予定もご案内いたしますが、２回目もございますので、また

引き続きよろしくお願いしたいと思います。では今後の予定について、事務局の

ほうからご説明いたします。 

武田課長 本日進行がスムーズに進まないところがあり、失礼いたしました。 

今後の予定について、説明させていただきます。来週の 6 月 29 日に既存施設

の評価、7 月 16 日に財務状況について、それぞれご審議いただき、評価委員会に

よる二次評価の確定を行いたいと思っております。その後、この二次評価に基づ

いて、所管局で総合評価を決定し、9 月頃に評価結果を HP 等で公表する予定と

なっております。また、委員の皆様のお名前についても公表させていただく予定

となっておりますので、あらかじめご了解のほどいただきたいと思っておりま

す。また、今日、時間の関係もあって事前にご質問いただいていた項目に関して

十分にお答えできていない点があったかと思いますので、後ほど指定管理者のほ

うにも確認させていただいて、次の会議までにお返しするようにしたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

それではこれを持ちまして、オリンピック・パラリンピック準備局指定管理者

評価委員会を閉会させていただきます。本日はどうもありがとうございました。 

 


